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みんなが幸せを感じ  笑顔あふれる元気なまち広報

第11回幼年消防大会
狙いを定めて、いざ放水！
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【ひとくちメモ】
下味のひと手間とさきいかのうまみ
で、根菜類もおいしく食べることが
できます。給食では、食材を蒸した
り、ゆがいたりしていますが、家庭
では、スチーマーなどを活用して、
レンジでチンでも大丈夫ですよ。

【作り方】
①ゴボウはAで炊

た
き、ハムは蒸しておく。キャベツとニンジンはゆがく。

②粗熱をとった①とサキイカを Bであえ、ゴマをふってできあがり。

今月の献立
「かみかみサラダ」

　今年５月に、日本体育大学と「体育・スポーツの振興に関する連
携協定」を結びました。その縁で、11月15日に日体大のフォー
ラムに参加しました。全国約 70の自治体の首長や教育長をはじめ、
多くの関係者が集い、各自治体などの取り組み事例の発表や講演
が行われました。私もその中で基調講演を行い、市で現在取り組
んでいる施策や水俣を紹介。講演終了後の意見交換の場で、多くの
人から「今後ぜひ水俣に行ってみたい」との声が寄せられました。
　教育関係者やスポーツ関係者が集まる中で、子どもたちの教育や
職場の人材育成に関する話も多く聞かれました。教育の大切さ、活
気ある組織を支える人材の登用など、熱く語る皆さんとの時間は、
あっという間に過ぎていきました。スポーツを通して次世代を担う
子どもたちが夢と目標を持てる地域をつくるためには、大人が情熱
を持って指導に当たることが大切です。一人ひとりが持っている力を
発揮したとき、おのずと結果はついてきます。「夢なき者に理想なし、
理想なき者に計画なし、計画なき者に実行なし、実行なき者に成
功なし。故に夢なき者に成功なし」（吉田松陰の言葉より）

市長からのメッセージ ８

がまだす水俣ひと辞典 Vol.32
みつば調剤薬局・副社長
永里 寿敏 さん
水俣市とヤフー㈱
災害に係る情報発信等に関する協定締結

市庁舎解体工事
敷地内の仮設道路の変更を行います

まちのわだい
「認知症見守り声かけ訓練」 ほか

市からのお知らせ
空き家バンクに登録しませんか？ ほか

連載 みなまた健康づくり応援団 ほか

くらしの情報
水俣環境アカデミア市民公開講座 ほか

くらしのカレンダー

フォトリポート
水俣ローズフェスタ秋・２０１９ ほか

連載 みなまた元気な事業所ファイル
新栄合板工業 株式会社
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髙岡利治市長が市政の動向や
活動などをお知らせします。

目次 ーー

水俣市長　髙岡利治
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●材料（４人分）

A

60g
20g
40g
100g
20g

小さじ２
小さじ２
小さじ１
小さじ１
小さじ１
大さじ３
大さじ２
少々
少々

ゴボウ（千切り）
サキイカ（３cm程度）
ハム（短冊切り）
キャベツ（千切り）
ニンジン（千切り）
いりごま
三温糖
薄口しょうゆ
酢
酒
水
マヨネーズ
塩
コショウ

給食レシピ
おうちで 簡単

今月の表紙
Cover Photo

防火の啓発や子どもたちの交流を目的
に、３年に１度開かれる幼年消防大会。
会場横の浜グラウンドでは「わんぱく広
場」と題して、消防車見学や煙の中を歩
いたり、消火体験のコーナーが。消防士
に教えてもらいながら、マトをめがけて
放水する子どもたちは、身をもって防火
の大切さを学んでいました。

（11月13日撮影）

狙いを定めて、いざ放水！

佐賀県唐津市にある飲料の
加工業者。サイダーの原材
料である頭石からくんだ湧
き水を自ら佐賀まで届けに
行くこともあるそう。

　

広
島
県
で
生
ま
れ
た
永
里
さ
ん
は
、
小

学
生
の
頃
に
水
俣
へ
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
は
、当
時
結
成
し
て
い
た
バ
ン

ド
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
上
京
。
柔
道
整
復
師

の
専
門
学
校
に
通
い
な
が
ら
、バ
ン
ド
活
動

を
し
て
い
ま
し
た
が
、家
業
で
あ
る
薬
局
を

手
伝
う
た
め
、水
俣
に
戻
って
き
ま
し
た
。

　
水
俣
に
戻
っ
た
１
年
後
か
ら
商
店
街
の
メ

ン
バ
ー
に
加
わ
り
、役
員
と
し
て
の
活
動
や

商
品
開
発
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ

っ
た
永
里
さ
ん
。
平
成
24
年
に
は
、中
央
商

店
街
の
「
水
俣
地
サ
イ
ダ
ー
頭
石
」事
業
を

引
き
継
ぎ
ま
し
た
。サ
イ
ダ
ー
へ
の
加
工
作

業
も
、佐
賀
の
製
造
業
者
を
飛
び
込
み
で
訪

問
し
、引
き
受
け
て
も
ら
っ
た
そ
う
。

　
「
特
別
頑
張
ろ
う
と
し
て
い
な
い
。た
だ

楽
し
ん
で
い
る
だ
け
で
す
」と
笑
い
な
が
ら

話
す
永
里
さ
ん
。
地
域
に
根
ざ
す
薬
局
と

し
て
、「
病
気
の
予
防
方
法
や
身
体
づ
く
り

の
提
言
な
ど
を
通
し
て
、薬
局
の
役
割
の
幅

を
広
げ
て
い
き
た
い
」と
目
標
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
来
月
か
ら
は
、簡
単
に
自
分
の

身
体
の
状
態
を
調
べ
ら
れ
る
検
査
機
器
を
導

入
す
る
な
ど
、本
業
の
薬
局
で
も
新
た
な
事

業
を
次
々
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
ホ
ッ
と
で

き
る
場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。
商
店
街

な
ど
で
経
験
し
た
こ
と
を
活
か
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
楽
し
ん
で
い
き
ま
す
よ
」。持
ち
前
の

「
行
動
力
」
で
、　
水
俣
の「
暮
ら
し
」と「
健

康
」に
寄
り
添
い
続
け
ま
す
。

人人水俣ひと辞典がまだす

人人水俣ひと辞典がまだす

人人水俣ひと辞典がまだす

人人水俣ひと辞典がまだす

Vol.32

みつば調剤薬局・副社長

永里 寿敏 さん（陣内）

頭石の湧き水を使った「頭石サイダ
ー」。この中央商店街が取り組んだ
「水俣地サイダー頭石」事業を平
成 24 年にみつば調剤薬局が引き
継ぎました。本業である薬局を通し
て、さまざまな商店街や地域のイベ
ント、商品開発に携わっている永里
さん。次々に新しいことにチャレンジ
するバイタリティーはどこから出てく
るのか話を聞きました。

B
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迅速な情報発信のために協力し、万が一の災害に備える

市からのお知らせ

水俣市 ヤフー株式会社と は、10月30日に
災害に係る情報発信等に関する協定を締結しました

　この協定は、地震、津波、台風、豪雨、洪
水、暴風などといったさまざまな災害に備え
て、市民の皆さんに必要な情報を迅速に提供
するため、市とヤフー㈱が互いに協力してさ
まざまな取り組みを行うものです。
　主に次の５点の取り組みによって、皆さん
が平常時から災害に備え、災害が発生した場
合には必要な情報により迅速にアクセスでき
るようになります。

１ キャッシュサイト
　市が運営するホームページの「キャッシュ

（分身）」をヤフー㈱のサーバ上に置くことで、
アクセスの集中を防ぎ、災害時にもスムーズ
な閲覧ができる
ようになります。

２避難所マップ
　市が提供する避難所データを、ヤフーの
ホームページや「Yahoo! 防災速報アプリ」の
地図上に表示・公開します。
　マップでは、避難所ごとに対応する災害種
別なども知ることができ、平常時から万が一
の場合の避難先を確認することができます。
※アプリ上でのマップの利用には、無料で取
　　　　　　　　得できる「Yahoo! Japan 
　　　　　　　　　ID」との連携が必要です。

３ 緊急情報をプッシュ通知
　無料の「Yahoo! 防災速報アプリ」をインス
トールし、水俣市を「地点登録」した携帯端
末を対象に、避難勧告などの緊急情報をプッ
シュ通知でお知らせします。
　端末の位置情報機能を有効に設定すること
で、外出先でも現在地の
情報を受け取ることも
できます。

４災害時にも各種情報を発信
　災害発生時には、市からヤフー㈱に提供す
る、市内の被害状況やライフラインなどに関
する情報を、ヤフーのホームページやアプリ
上に掲載します。

５ 必要な支援の情報を全国へ
　ボランティアの受け入れ状況や、必要とさ
れている救援物資などの情報を、ヤフーの
ホームページやアプリを通じて、全国に発信
します。

「Yahoo! 防災速報」とは

　「国民保護情報（Ｊアラート）」や「緊急地震速報」、
「避難情報」、急な大雨を予測する「豪雨予測」な
ど、利用者の安全を脅かすものから身を守るため
に、今まさに知らせる必要がある防災情報を配信
するサービスです。スマートフォンで使用できる

「アプリ版」と、パソコンや従来型の携帯電話で使
用できる「メール版」が提供されていて、いずれも
無料で利用できます。2019 年６月現在、全国で
1600万人以上が利用しています。
　あらかじめ利用者が設定したエリア（最大３カ
所）と現在地（アプリのみ）に応じて、必要な情報
を必要なタイミングで受け取ることができます。

iPhone向けと Android向けの２種類が提供されています。
左のQRコードからアクセスすると、使用している端末に適したダウンロー
ド先（AppStore、Google Play）にリンクします。
以下のURLからは、アプリについて解説したページにアクセスすることが
できます。
　https://emg.yahoo.co.jp/
※アプリの利用は無料ですが、通信に必要な費用は利用者負担となります。

◆メール版

アプリ版の項で紹介したURLから、「メール版」の登録ができ
ます。パソコンや従来型携帯電話でも、各種情報をメールで
受け取ることができます。メール版のみ、登録には無料で取
得できる「Yahoo! Japan ID」が必要です。

◆情報を受け取る地域の設定

「Yahoo! 防災速報」では、あらかじめ情報を受け取る地域を
最大３カ所設定することができます。地域の設定は、市区町
村単位で選択できます。
アプリ版ではさらに、「現在地連動通知機能」が利用でき、
端末の「位置情報」を有効に設定したうえで、アプリの当該
機能をオンに設定することで、現在地周辺の地域に関する情
報も受け取ることができます。

１ ２
３

㉄ 危機管理防災課☎ 61-1604

◆アプリ版

！！
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第一小方面・もやい館方面へ

仮設
横断歩道

仮設侵入防止柵
（車両）

仮設駐車場

令和２年４月以降の
仮囲い位置

歩行者は通り抜けできます。
自転車は押して通行してください。

牧ノ内方面からのみ出入りできます。

市庁舎
秋葉会館

市庁舎
新館

工事車両
出入口
※工事時間内は誘導員により
　出入りの安全を確保します。

仮設
横断歩道

※仮設横断歩道には看板を設置して注意喚起します。

蘇峰記念館

蘇峰公園

水俣川

陣内方面へ

第一小通学路
出入口

牧ノ内方面へ

国道３号下トンネルからのみ出入りできます。
（車両高さ制限約２ｍ）
※午前７時30分～８時30分までの１時間は、児童などの
　通学時間のため、交通規制により侵入禁止となっています。

残置建物 新庁舎完成後（令和３年12月以降）解体

鋼板製仮囲い

第一小児童通学路（歩行者・自転車等動線）

歩行者・自転車等動線

一般利用車両動線

　

市
庁
舎
（
本
館
・
別
館
）
の
解
体
工
事

に
伴
い
、
敷
地
内
の
整
地
を
行
う
た
め
、

図
の
と
お
り
敷
地
内
の
仮
設
通
路
の
変
更

を
行
い
ま
す
。

　

工
事
に
よ
り
、
旧
庁
舎
周
辺
に
お
住
ま

い
の
皆
さ
ん
や
、
敷
地
内
通
行
者
、
敷
地

内
施
設
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
仮
設
通
路
の
変
更
時
期

　
11
月
15
日
㈮
〜

㉄ 

財
政
課
新
庁
舎
建
設
室

　

 

☎
61
・
１
６
５
２

市庁舎解体工事に伴い
敷地内の仮設通路の変更を行います

新庁舎建設
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まちのわだい

　

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
５
区
、

６
区
（
大
園
町
、
旭
町
、
平
町
、
南
福

寺
周
辺
）の
地
区
の
住
民
ら
を
対
象
に
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
を
目
指
す

「
認
知
症
見
守
り
声
か
け
訓
練
」を
実

施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、ひ
と
り
歩
き
高
齢
者（
徘

徊
）と
思
わ
れ
る
人
へ
の
気
づ
き
や
声
掛

け
を
目
的
に
実
施
し
、地
域
住
民
ら
約

40
人
が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
５
区
と
６
区
地
区
で
事
前
に
設
定
し

た
４
つ
の
ル
ー
ト
を
認
知
症
ひ
と
り
歩
き

高
齢
者
役
の
人
が
実
際
に
歩
き
回
る
と
、

多
く
の
住
民
が「
ど
う
し
ま
し
た
か
」や

「
ど
こ
ま
で
行
き
ま
す
か
」な
ど
と
積
極

的
に
声
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

安心して暮らせるまちへ 認知症見守り声かけ訓練10/20

▲徘徊役の人に声かけを行う住民ら

水俣病資料館企画展 「新潟と水俣〜お地蔵さんがつなぎ、伝えるもの〜」 

独自の環境学習や世界で活躍する人材育成に注力 水俣高校が教育奨励賞を受賞10/21

▲川本愛一郎さん（左）と旗野秀人さん（右）

　

水
俣
病
資
料
館
が
、水
俣
と
新
潟
に
建

立
し
た
２
体
の
地
蔵
を
テ
ー
マ
と
し
た
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
、市
民
ら
約
30
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
水
俣
病
資
料
館
の
企

画
展
の一環
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
、水

俣
病
患
者
の
救
済
活
動
を
展
開
し
た
故
・

川
本
輝
夫
さ
ん
の
長
男
で
語
り
部
を
務
め

る
川
本
愛一郎
さ
ん
と
、新
潟
県
で
新
潟
水

俣
病
の
被
害
者
を
支
援
し
て
い
る
旗
野
秀

人
さ
ん
が
２
つ
の
地
域
に
地
蔵
が
建
立
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
な
ど
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　
川
本
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
地
蔵
を

通
し
て
、水
俣
病
の
こ
と
を
も
っ
と
深
く
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。
企
画
展

は
12
月
15
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

▲米納校長（左）とSGH 主査の春木教諭（右）

　

水
俣
高
校
が
時
事
通
信
社
の「
第
34
回

教
育
奨
励
賞
」の
優
秀
賞
を
受
賞
し
、こ
の

日
、時
事
通
信
社
本
社
で
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
同
賞
は
、授
業
の
革
新
や
地
域
社
会
に
根

ざ
し
た
教
育
な
ど
の
各
テ
ー
マ
で
顕
著
な
業

績
が
あ
っ
た
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
に
贈
ら

れ
る
賞
で
、今
年
は
全
国
59
校
が
選
考
の
対

象
に
な
り
ま
し
た
。

　
水
俣
高
校
は
、平
成
28
年
度
に
文
科
省
か

ら「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」の

指
定
を
受
け
、水
俣
や
世
界
の
環
境
問
題
お

よ
び
持
続
可
能
な
社
会
実
現
の
た
め
の
課

題
研
究
や
海
外
の
学
校
と
の
連
携
や
交
流

活
動
を
通
し
て
、生
徒
が
身
に
つ
け
た
表
現

力
や
思
考
力
を
活
用
し
、世
界
に
向
け
て
発

信
し
て
い
ま
す
。

　

水
俣
第
二
小
学
校
が
同
校
の
児
童
へ
市

内
事
業
所
な
ど
の
仕
事
を
知
っ
て
も
ら
う

「
職
業
講
話
」を
開
き
、６
年
生
の
児
童
ら

約
60
人
が
講
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
で「
水

俣
を
発
信
し
よ
う
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、水
俣

の
職
業
に
つ
い
て
知
り
、自
分
の
将
来
を
考

え
る
学
習
を
進
め
て
い
る
児
童
に
、実
際
に

市
内
事
業
所
で
働
い
て
い
る
人
の
話
を
聞
き
、

児
童
ら
の
将
来
の
参
考
に
し
て
も
ら
お
う
と
、

同
校
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

市
内
事
業
所
や
二
小
の
教
頭
先
生
な
ど

が
自
分
た
ち
の
経
歴
や
仕
事
の
内
容
、仕
事

に
か
け
る
思
い
な
ど
を
児
童
へ
講
話
。児
童

か
ら
は
、多
く
の
質
問
が
出
る
な
ど
、自
分

の
将
来
像
を
考
え
る
良
い
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

将来の夢を考える時間に 二小の児童が市内の仕事について学ぶ10/26

　
水
俣
演
奏
家
協
会
が
市
文
化
会
館
で
第

27
回
定
期
演
奏
会
を
開
き
、市
民
ら
多
く

の
人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
同
協
会
は
、市
や
市
周
辺
地
域
に
住
ん
で

い
る
人
ら
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、コ
ン
サ
ー
ト

の
主
催
や
市
内
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
の

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
演
奏
会
は
２
部
構
成
で
開
か
れ
、第
１
部
、

第
２
部
合
わ
せ
て
20
曲
が
披
露
。「
新
し
い

時
代
に
残
し
た
い
日
本
の
曲
」と
い
う
テ
ー

マ
で『
赤
と
ん
ぼ
』な
ど
の
懐
か
し
の
民
謡
や

ド
ラ
マ
の
主
題
歌
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
や
って

く
る
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、ス
ポ
ー
ツ
に
関
す

る
曲
な
ど
を
歌
い
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
の
美
し
い
歌
声
と
電
子
オ
ル
ガ

ン
や
マ
リ
ン
バ
な
ど
の
楽
器
の
演
奏
に
、会
場

に
訪
れ
た
人
は
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
の
丁
道
夫
組
合
長
や

柿
部
会（
松
下
政
信
部
会
長
）の
会
員

ら
が
市
役
所
を
訪
れ
、太
秋
柿
の
販
売

開
始
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
太
秋
柿
は
他
の
柿
に
比
べ
、大
玉
で
糖

度
が
高
く
、サ
ク
サ
ク
と
し
た
食
感
が
特

徴
。
熊
本
県
が
全
国
ト
ッ
プ
の
生
産
量

で
、贈
答
用
と
し
て
も
人
気
が
高
い
品
種

で
す
。
５
年
前
か
ら
真
空
パッ
ク
で
の
保

存
方
法
を
導
入
し
た
こ
と
か
ら
、
東
京

な
ど
の
関
東
に
も
多
く
送
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、50
ト
ン
ほ

ど
収
穫
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
松
下
部
会
長
は
、「
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
管

内
で
も
多
く
の
人
が
生
産
し
て
、販
売
を

増
や
し
て
い
け
れ
ば
」と
今
後
の
目
標
を

話
し
ま
し
た
。

▲一期崎畳店・一期崎智太郎さんの話を聞く児童

美しい歌声が会場に響き渡る 水俣演奏家協会定期演奏会10/26

おいしい柿ができました！ JA あしきたが太秋柿の販売を開始10/29

▲歌声を披露する水俣演奏家協会のメンバー

▲販売の報告をした丁組合長（右）

10/20
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市
立
図
書
館
が
、市
内
に
住
ん
で
い
る

満
６
歳
児
ら
が
希
望
す
る
絵
本
を
送
る
、

「
よ
む
よ
む
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」の
贈
呈

式
を
開
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
立
図
書
館
が
子
ど
も
た

ち
に
読
書
の
楽
し
さ
を
知
って
も
ら
お
う

と
平
成
27
年
か
ら
始
め
た
も
の
で
、
今

年
は
市
内
の
園
児
ら
１
９
８
人
に
絵
本

を
贈
呈
。
こ
の
日
は
小
島
教
育
長
ら
が

明
光
幼
稚
園
を
訪
れ
、10
人
の
園
児
に

絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

絵
本
を
贈
呈
し
た
小
島
教
育
長
は
、

「
本
を
読
む
と
、
自
分
の
考
え
や
感
じ

た
こ
と
を
文
章
に
書
く
こ
と
が
で
き
た

り
、新
し
い
発
見
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」と
本
を
読
む
こ
と
の
大
切
さ
を
園
児

へ
伝
え
ま
し
た
。

たくさん本を読んでね 図書館から園児へ絵本をプレゼント 10/30

　
社
会
福
祉
法
人
照
徳
の
里
が
旧
石
坂

川
小
学
校
体
育
館
で
、ビ
ハ
ー
ラ
ま
ど
か

の
利
用
者
と
地
域
住
民
の
交
流
な
ど
を

目
的
と
し
た「
第
７
回
地
域
交
流
ビ
ハ
ー

ラ
ま
ど
か
秋
祭
り
」を
開
き
、地
域
住
民

な
ど
多
く
の
人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
祭
り
で
は
、緑
東
中
学
校
の
生
徒

に
よ
る
出
店
の
他
、
舞
鶴
太
鼓
の
演
奏

や
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ダ
ン
ス
の
披
露
、

ひ
ょっ
と
こ
踊
り
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
で
会
場
を
訪
れ
た
人
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

　

最
後
に
は
、毎
年
恒
例
の
豪
華
景
品

が
当
た
る
抽
選
会
を
開
催
。
参
加
者
は

番
号
が
発
表
さ
れ
る
た
び
に
、
自
分
が

持
って
い
る
番
号
を
確
認
す
る
な
ど一喜一

憂
し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

利用者と地域を結ぶお祭り  第７回地域交流ビハーラまどか秋祭り11/2

　
市
が
も
や
い
館
で
、健
康
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
し
た
。
医
師
や
薬
剤
師
に
よ
る
健
康

相
談
や
血
糖
測
定
、歯
科
医
に
よ
る
無
料

歯
科
検
診
な
ど
開
催
さ
れ
、多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
で
は
、３
歳
６
カ
月
健
診
の
歯
科

検
診
を
受
診
し
た
親
子
の
中
か
ら
、口
腔
状

態
が
良
か
っ
た
親
子
を
表
彰
す
る
「
き
ら
き

ら
歯
っ
ぴ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」の
表
彰
式
を
開

催
。最
優
秀
賞
に
２
組
の
親
子
が
選
ば
れ
ま

し
た
。「
糖
尿
病
予
防
の
た
め
に
」と
い
う
テ

ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
糖
尿
病
予
防
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
糖
尿
病・

内
分
泌
セ
ン
タ
ー
長
の
藤
澤
和
夫
医
師
に
よ

る
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

▲舞鶴太鼓の演奏

誰もが暮らしやすいまちになるために 
令和元年度水俣市健康まつり＆水俣市認知症地域支援フォーラム

11/3

1_ 歯科検診をする参加者　
2_「きらきら歯っぴーコンテ
スト」の表彰式　3_ 白衣を
着て「ハイチーズ♪」　4_ ク
イズラリーで会場をまわる参
加者　5_ 認知症地域支援
フォーラム

 障がい者スポーツへの理解を深める 緑東中の生徒がパラリンピック正式種目を体験

郷土の偉人を顕彰する 第 13 回徳富蘇峰顕彰会11/2

▲ボッチャを体験する緑東中の生徒

　
八
代
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
が
緑
東

中
学
校
で
、来
年
の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
正
式
種
目
で
あ
る
「
ボ
ッ
チ
ャ
」の
体
験

会
を
開
き
、緑
東
中
学
校
の
生
徒
ら
約
40

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ボ
ッ
チ
ャ
と
は
イ
タ
リ
ア
語
で「
ボ
ー
ル
」

と
い
う
意
味
で
、赤
と
青
の
ボ
ー
ル
を
そ
れ

ぞ
れ
６
球
投
げ
、
マ
ト
に
見
立
て
た
白
い

ボ
ー
ル
に
い
か
に
近
づ
け
る
か
を
競
う
競
技

で
す
。
平
成
28
年
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で

開
催
さ
れ
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、日
本

代
表
は
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

市
人
権
擁
護
委
員
ら
の
指
導
の
も
と

チ
ー
ム
を
組
ん
で
体
験
し
た
生
徒
ら
は
、

投
げ
た
ボ
ー
ル
の
行
く
先
を
見
守
り
、
マ

ト
に
近
づ
く
と
仲
間
と
喜
ぶ
な
ど
、一喜一

憂
し
な
が
ら
ボ
ッ
チ
ャ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲小論文を朗読する山下里歩さん（水俣高校２年）

　
水
俣
市
蘇
峰
会
が
徳
富
蘇
峰
・
蘆
花

生
家
で
、水
俣
出
身
で
明
治
か
ら
昭
和

に
か
け
て
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
徳

富
蘇
峰
の
顕
彰
会
を
開
き
、市
民
ら
約

55
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

徳
富
蘇
峰
50
回
忌
の
法
要
の
と
き
か

ら
開
い
て
い
る
同
顕
彰
会
は
、命
日
で
あ

る
11
月
２
日
に
開
催
し
て
お
り
、今
年
で

13
回
目
。
水
俣
吟
友
会
に
よ
る
詩
吟
が

披
露
さ
れ
た
他
、事
前
に
募
集
し
た
高

校
生
小
論
文
の
表
彰
式
と
大
賞
作
品
の

朗
読
が
行
わ
れ
、郷
土
の
偉
人
を
顕
彰

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、昭
和
27
年
頃
に
録
音
さ

れ
た
、
蘇
峰
の
肉
声
の
披
露
も
あ
り
、

参
加
し
た
市
民
ら
は
、
興
味
深
そ
う
に

聞
き
ま
し
た
。

11/1

▲小島教育長から絵本を受け取る園児

開
か
れ
、会
場
を
訪
れ
た
市
民
ら
は
糖
尿
病

の
原
因
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
水
俣
市
認
知
症
地
域
支
援
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
も
同
時
開
催
。
２
部
構
成
で
開

か
れ
た
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、第
１
部
で
、市
や

水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会
、市
内
事
業
所
、

学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
認
知
症
の
人
を
支
え
る

取
り
組
み
な
ど
を
報
告
。
第
２
部
で
は
、㈱

Ｒｅ
学
・
代
表
取
締
役
の
川
畑
智
さ
ん（
理

学
療
法
士
）に
よ
る
講
演
会
が
開
か
れ
、参

加
者
は
、
認
知
症
の
人
を
地
域
で
支
え
合

う
大
切
さ
や
認
知
症
の
課
題
を
学
ん
だ
他
、

川
畑
さ
ん
が
考
案
し
た
認
知
症
予
防
の
体

操
を
体
験
し
、認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

1

23

4

5
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米粉の魅力を発見 米粉 de 簡単！クッキング教室11/10

▲調理をする参加者

　

県
の
く
ま
も
と
米
粉
講
習
会
事
務
局
が

市
公
民
館
で
、米
粉
の
お
い
し
さ
や
活
用
方

法
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
米
粉
を
使
っ
た
料

理
教
室
を
開
き
、市
民
ら
約
20
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

米
粉
は
、ア
レ
ル
ギ
ー
フ
リ
ー
の
食
材
と

し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
小
麦
粉
に
比
べ
、

し
っ
と
り
と
し
た
食
感
で
、吸
油
率
が
低
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
料
理
の
材
料
と
し
て

活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。
近
年
は
製
粉
技

術
の
向
上
で
、新
し
い
種
類
の
米
粉
も
出
て

き
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
ら
は
、講
師
の
指
導
の
も
と
グ
ラ

タ
ン
や
蒸
し
パ
ン
な
ど
、県
産
米
粉
を
使
っ

た
料
理
３
品
を
調
理
。
調
理
後
は
、作
っ
た

料
理
を
試
食
す
る
な
ど
し
て
料
理
教
室
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
（
公
社
）八
代
地
方
法
人
会
が
も
や
い
館

で
、亜
細
亜
大
学
の
元
監
督
で
、同
校
を
箱

根
駅
伝
総
合
優
勝
に
導
い
た
岡
田
正
裕
さ

ん
の
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

納
税
の
推
進
や
租
税
教
育
な
ど
に
取
り

組
む
同
法
人
会
が
、社
会
貢
献
の一環
と
し

て
、毎
年
こ
の
よ
う
な
講
演
会
を
開
い
て
い

ま
す
。

　
「
人
を
育
て
る
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、ニ
コ
ニ

コ
ド
ー
の
監
督
時
代
に
指
導
し
、ソ
ウ
ル
五

輪
女
子
１
万
メ
ー
ト
ル
に
出
場
し
た
松
野

明
美
さ
ん
と
の
出
会
い
や
、亜
細
亜
大
学
で

の
箱
根
駅
伝
総
合
優
勝
ま
で
の
道
の
り
な

ど
、自
分
の
実
体
験
に
基
づ
い
た
選
手
と
の

向
き
合
い
方
な
ど
を
講
演
。箱
根
駅
伝
の

裏
話
な
ど
も
紹
介
し
、会
場
に
訪
れ
た
市
民

ら
は
、最
後
ま
で
講
演
を
楽
し
み
ま
し
た
。

岡田正裕さん講演会 「人を育てる〜オリンピック選手と箱根駅伝総合優勝への道のり〜」11/13

▲講演をする岡田正裕さん

　

袋
天
満
宮
で
毎
年
恒
例
の
秋
祭
り
が

開
か
れ
、地
元
住
民
な
ど
多
く
の
人
が
会

場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

地
元
中
学
生
に
よ
る
相
撲
大
会
で
は
、

力
強
く
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
の
た
く

ま
し
い
姿
に
、観
客
か
ら
は
大
き
な
声
援

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
身
体
健
全・

無
病
息
災
を
願
う「
赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
」

り
で
は
、自
分
の
名
前
が
入
っ
た
特
製
の

化
粧
回
し
と
ハ
チ
マ
キ
を
身
に
つ
け
た
赤

ち
ゃ
ん
が
、力
士
に
抱
え
ら
れ
て
初
土
俵

を
踏
み
ま
し
た
。

　
力
士
が
力
強
く
四
股
を
踏
む
と
、泣
い

た
り
笑
っ
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見

せ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
晴
れ
姿
を
み
ん
な
で
見

守
り
ま
し
た
。

赤ちゃんの健やかな成長を願う 袋天満宮赤ちゃん土俵入り10/8

　
（
公
財
）水
俣
市
振
興
公
社
が
市
文
化

会
館
で
和
楽
器
演
奏
集
団
・
独
楽
に
よ
る

公
演
を
行
い
、水
俣
高
校
生
ら
約
６
０
０

人
が
迫
力
あ
る
演
奏
を
聞
こ
う
と
会
場
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

同
演
奏
集
団
は
、
平
成
13
年
に
結
成

し
、関
西
を
拠
点
に
和
太
鼓
や
津
軽
三
味

線
、尺
八
な
ど
に
よ
る
演
奏
活
動
を
行
な
っ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
、全
国
各
地
で
の
演
奏

を
は
じ
め
、海
外
公
演
も
開
い
て
お
り
、和

楽
器
の
魅
力
を
世
界
へ
伝
え
て
い
ま
す
。

　

軽
快
な
リ
ズ
ム
で
の
迫
力
あ
る
演
奏
の

他
、
曲
と
曲
の
合
間
に
は
、
観
客
と
掛
け

合
い
を
し
、軽
快
な
ト
ー
ク
で
会
場
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。
公
演
の
最
後
に
は
、観

客
を
ス
テ
ー
ジ
に
招
き
、一緒
に
和
太
鼓
で

『
ソ
ー
ラ
ン
節
』を
演
奏
し
ま
し
た
。

▲力士に抱えられ土俵入りする赤ちゃん

世界に轟く迫力の演奏を披露 和楽器演奏集団・独
こ ま

楽 水俣公演11/6

▲観客も舞台に招き、一緒に『ソーラン節』を演奏するメンバー

　

12
月
１
日
に
東
京
都
の
両
国
国
技
館

で
開
か
れ
る
第
32
回
全
日
本
小
学
生
相

撲
優
勝
大
会
に
、
芦
北
ト
レ
ジ
ャ
ー
相

撲
ク
ラ
ブ
所
属
の
吉
本
陽
平
く
ん
（
水

東
小
５
年
）
が
出
場
し
ま
す
。
同
大
会

は
学
年
ご
と
に
開
か
れ
、
５
年
生
の
部

門
に
は
九
州
か
ら
４
人
が
出
場
し
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、吉
本
く
ん
が
市
役
所
を
訪

れ
、髙
岡
市
長
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
サ

ポ
ー
タ
ー
基
金
に
よ
る
大
会
出
場
奨
励

金
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
初
め
て
の
全
日
本
の
大
会
な
の
で
少

し
緊
張
す
る
け
ど
、優
勝
目
指
し
て
頑
張

り
た
い
」と
大
会
へ
の
抱
負
を
語
る
吉
本

く
ん
に
、髙
岡
市
長
は
、「
日
頃
の
稽
古
の

成
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
頑
張
って
ほ
し

い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

吉本陽平くんが相撲の全国大会へ 大会出場奨励金を交付11/11

　

寄
ろ
会
み
な
ま
た
が
耕
作
放
棄
地
と

な
っ
て
い
る
湯
の
鶴
の
白
岩
地
区
の
棚
田

を
菜
の
花
畑
に
し
よ
う
と
、
草
刈
り
や
種

ま
き
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

寄
ろ
会
み
な
ま
た
で
は
、平
成
17
年
度

か
ら
市
内
の
休
耕
地
を
活
用
し
て
「
菜
の

花
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
回
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

よ
り
多
く
の
市
民
や
観
光
客
ら
に
景
観
を

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
湯
の
鶴
の
白
岩

地
区
の
棚
田
を
活
用
し
た
菜
の
花
に
よ
る

景
観
整
備
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、寄
ろ
会
み
な
ま
た
の
会
員

な
ど
約
20
人
が
参
加
し
て
、
棚
田
の
草
刈

り
や
菜
の
花
の
種
ま
き
を
実
施
。
今
回
ま

い
た
菜
種
は
、３
月
中
旬
に
開
花
す
る
予

定
で
す
。

▲奨励金を受け取る吉本くん（右）

11/12 寄ろ会みなまたが新たな取り組みを始動 湯の鶴の白岩地区の棚田を菜の花畑に

▲草刈りをする寄ろ会みなまたの会員ら
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令
和
２
年
度
に
学
童
ク
ラ
ブ
を
利
用

す
る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。

★
学
童
ク
ラ
ブ
と
は

　
放
課
後
や
夏
休
み
な
ど
に
家
庭
に
代

わ
っ
て
小
学
生
を
預
か
る
事
業
で
す
。

　
ク
ラ
ブ
は
１
年
ご
と
の
申
請
で
、
現

在
利
用
中
の
人
も
改
め
て
申
請
が
必

要
で
す
。
障
が
い
児
で
利
用
を
考
え
て

い
る
場
合
は
別
途
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
支
援
員
の
配

置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
保
護
者
は
各
ク
ラ
ブ
の「
運
営
委
員

会
」に
入
会
し
、
運
営
・
活
動
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
受
付
期
間　
12
月
２
日
㈪
〜
令
和
２

年
１
月
17
日
㈮
（
土
・
日
・
祝
日
、
12

月
28
日
～
１
月
５
日
を
除
く
）

■
対
象　

令
和
２
年
４
月
に
一
小
、
二

小
、
袋
小
に
通
う
１
年
生
か
ら
６
年
生

の
児
童
の
う
ち
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど

に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童
。

※
申
し
込
み
が
多
い
場
合
、
低
学
年
を

優
先
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法　
申
込
書
と
家
庭
で

児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
を
証
明
す
る
書
類（
雇
用
証
明
書
な

ど
）を
提
出
。

※
申
込
書
は
、
12
月
２
日
㈪
か
ら
市
役

所
福
祉
課
と
各
学
童
ク
ラ
ブ
で
配
布
す

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
利
用
期
間　
令
和
２
年
４
月
１
日
〜

令
和
３
年
３
月
31
日
（
日
曜
・
祝
日
を

除
く
）

■
募
集
対
象
学
童
ク
ラ
ブ

■
利
用
料　
各
学
童
ク
ラ
ブ
で
異
な
り

ま
す
。
申
請
書
に
添
付
の
資
料
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

★
認
定
こ
ど
も
園
の
学
童
ク
ラ
ブ

　
次
の
認
定
こ
ど
も
園
で
も
、
学
童
ク

ラ
ブ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

卒
園
児
を
対
象
に
学
童
ク
ラ
ブ
を
運
営

し
て
い
る
保
育
所
も
あ
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
各
園
に

直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
情
報
は
令
和
元
年
12
月
現
在
の
も
の

で
す
。

※
児
童
へ
の
送
迎
支
援
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

㉄ 

福
祉
課（
市
役
所
仮
庁
舎
１
階
11
番

窓
口
）☎
61
・
１
６
６
０

　

来
年
度
に
小
学
校
入
学
を
迎
え
る

子
ど
も
の
予
防
接
種
は
済
ん
で
い
ま
す

か
？ 

予
防
接
種
を
受
け
る
と
、
そ
の

病
気
に
か
か
り
に
く
く
な
り
、
か
か
っ

て
も
軽
い
症
状
で
済
む
と
い
っ
た
効
果

が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
接
種
期
間
内
に

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
決
め
ら
れ
た
期
間
内
に
接
種
が
で
き

な
い
場
合
は
、
全
額
自
己
負
担
の「
任

意
接
種
」と
し
て
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
転
入
し
て
き
た
人
や
予
診
票
を
紛
失

し
た
人
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
予
防
接
種
の
種
類
と
接
種
期
間

○
麻
疹
風
疹
２
期

　
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で

○
四
種
混
合

　
７
歳
半
ま
で

○
日
本
脳
炎
１
期

　
７
歳
半
ま
で

㉄ 

い
き
い
き
健
康
課（
市
保
健
セ
ン
タ

ー
内
）☎
62
・
３
０
２
８

　

市
内
不
動
産
会
社
の
協
力
に
よ
り
、

不
動
産
会
社
で
取
り
扱
っ
て
い
る
物
件

に
つ
い
て
も
、
水
俣
市
の
空
き
家
バ
ン

ク
に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
不
動
産
会
社
と
水
俣
市
の
空
き
家
バ

ン
ク
に
相
互
に
登
録
す
る
こ
と
で
、
水

俣
市
内
に
移
住
・
定
住
を
希
望
し
て
い

る
人
に
見
て
も
ら
う
機
会
が
増
え
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
買
い
手
や
借
り
手
が
見

つ
か
ら
な
い
物
件
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

■
提
携
不
動
産
会
社（
五
十
音
順
）

○
㈱
エ
ス
テ
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン

○
大
久
保
不
動
産

○
㈱
Ｋ
Ｒ
Ｄ

○
㈱
コ
ー
ケ
ン

○
㈲
信
和
商
事

○
㈲
千
企
画

○
㈲
日
の
出
建
材
・
ホ
ー
ム

○
㈱
ひ
ま
わ
り
不
動
産

○
㈲
平
成
不
動
産

○
㈲
ロ
フ
ト
ン

㉄ 

市
民
課
市
民
生
活
係
☎
61
・
１
６ 

５
６

　
令
和
２
年
度
に
、
水
俣
市（
水
道
事

業
含
む
、
病
院
事
業
を
除
く
）が
発
注

す
る
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
な
ど
の
競
争
入
札
に
参

加
す
る
た
め
に
は
、
審
査
・
登
録
が
必

要
で
す
。

　
未
登
録
で
新
た
に
参
加
を
希
望
す
る

人
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
方
法　
郵
送
ま
た
は
持
参

■
受
付
期
間　
12
月
６
日
㈮
〜
令
和
２

年
２
月
７
日
㈮

■
有
効
期
間　
令
和
２
年
４
月
１
日
か

ら
１
年
間

■
提
出
書
類　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

㉄ 

財
政
課
☎
61
・
１
６
０
５

市役所からのお知らせ

市からの
お知らせ

◆税務課
　市民税係☎61-1610
　収納対策室☎61-1630
　固定資産税係☎61-1620
◆市民課
　戸籍住民係☎61-1611
　年金医療保険係☎61-1633
　市民生活係☎61-1656
◆環境課
　環境もやい推進室☎61-1612
　環境衛生係☎61-1613
　環境クリーンセンター☎62-4101
◆いきいき健康課
　健康推進係☎62-3028
　高齢介護支援室☎63-3051
◆福祉課
　生活支援室（総務）☎61-1640
　　　　　　（生活支援）☎61-1670
　子ども子育て支援室☎61-1660
　障がい福祉支援係☎61-1650
◆都市計画課建築住宅室☎61-1621
◆土木課道路公園管理室☎61-1625
◆水道局☎63-2604
◆下水道課☎61-1627
◆教育総務課☎61-1637
※その他の窓口は☎63-1111 へ
　お尋ねください。

（10月末日現在）

前月比 前年
同月比

人口 24,317人 -52 -427

男性 11,318人 -34 -205

女性 12,999人 -18 -222

世帯数 11,685世帯 -17 -99

人の動き

子
育
て

学
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
児
童

を
募
集
し
ま
す

校区 学童クラブ名 定員
（予定）

所在地
電話番号

水一小 一小ふれあい
学童クラブ 60 人

陣内 1-1-88
（水一小校舎内）
☎ 62-7270

水二小 二小ふれあい
学童クラブ 60 人

栄町 1-3-24
（水二小隣接地）
☎ 63-6900

袋小 ふくろふれあい
学童クラブ 35 人

袋 1413
（袋小学校隣接地）
☎ 62-6088

学童クラブ名 所在地
電話番号

中央学童クラブ
（中央保育園西方寺認定こども園）

古城2-7-7
☎ 63-1828

西方寺学童クラブ
（西方寺認定こども園）

葛渡23
☎ 67-1111

さわらび学童クラブ
（さわらびこども園）

陣内2-2-1
☎ 62-2613

競
争
入
札

市
発
注
工
事
な
ど
の
入
札
に
参
加

す
る
に
は
審
査
・
登
録
が
必
要
で
す

小
学
校
入
学
に
向
け
て

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

空
き
家
バ
ン
ク

市
内
に
空
き
家
を
お
持
ち
の
人

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
？
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「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

の
特
定
教
育
・
保
育
施
設
の
利
用
を
希

望
す
る
場
合
は
、
市
に
申
請
を
行
い
、

必
要
性
に
応
じ
た
認
定
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
認
定
申
請
は
、
利
用
児

童
ご
と
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
・
認
定
が
必
要
な
施
設

○
保
育
所（
６
園
）　
白
梅
清
香
保
育

　
園
、
水
俣
保
育
園
、
ち
ど
り
保
育
園
、

　
わ
か
た
け
保
育
園
、
水
俣
さ
く
ら
保

　
育
園
、
す
ず
か
け
保
育
園

○
認
定
こ
ど
も
園（
７
園
）　
中
央
保
育

　
園
西
方
寺
認
定
こ
ど
も
園
、
さ
わ
ら
び

　
こ
ど
も
園
、み
ど
り
の
森
こ
ど
も
園
、西

　
方
寺
認
定
こ
ど
も
園
、
は
つ
の
・
あ

　
そ
び
の
森
こ
ど
も
園
、水
俣
ふ
た
ば

　
幼
稚
園
、
水
俣
幼
稚
園
（
令
和
２
年

　
４
月
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
予
定
）

※
明
光
幼
稚
園
は
従
来
ど
お
り
運
営
さ

れ
ま
す
。
保
育
料
の
無
償
化（
新
１
号

認
定
）お
よ
び
預
か
り
保
育
の
無
償
化

（
新
２・３
号
認
定
）の
対
象
と
な
る
に

は
申
請
が
必
要
で
す
。
園
に
直
接
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
認
定
区
分
と
申
請
場
所

　
保
護
者
の
希
望
な
ど
に
応
じ
て
、
１

号
か
ら
３
号
の
認
定
を
行
い
ま
す
。（
左

ペ
ー
ジ
の
表
２
、
図
１
）

　
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
で
の
「
教

育
」を
希
望
す
る
場
合
は
１
号
認
定
と

な
り
ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る
施
設
へ

直
接
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
で

「
保
育（
※
）」
を
希
望
す
る
２
号
・
３

号
認
定
は
、
保
育
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
市
が
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

福
祉
課
11
番
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。（
左
ペ
ー
ジ
の
表
３
）

※「
保
育
」に
は
、
教
育
に
関
す
る
こ

と
を
含
み
ま
す
。

◆
保
育
料

○
保
育
料
は
父
母
・
家
計
の
主
宰
者
の

住
民
税
課
税
額
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

　
▼
令
和
２
年
４
月
～
８
月
分

　
　
平
成
31
年
度
の
課
税
額
で
決
定
。

　
▼
令
和
２
年
９
月
～
令
和
３
年
８
月
分

　
　
令
和
２
年
度
の
課
税
額
で
決
定
。

○
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
に
よ
り
次
の

子
ど
も
の
保
育
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

　
▼
３
～
５
歳
児

　
　
１
号
認
定
お
よ
び
２
号
認
定
の
年

　
　
少
～
年
長
ク
ラ
ス

　
▼
０
～
２
歳
児

　
　
住
民
税
非
課
税
世
帯

◆
副
食
費

　
各
園
に
支
払
う
副
食
費（
お
か
ず
代

な
ど
）は
、次
の
場
合
に
免
除
さ
れ
ま
す
。

○
１
号
認
定

　
小
学
校
３
年
生
か
ら
数
え
て
第
３
子

　
目
以
降
は
免
除

○
２
号
認
定

　
未
就
学
児
か
ら
数
え
て
第
３
子
以
降

　
は
免
除

○
年
収
３
６
０
万
円
未
満
相
当
世
帯（
※
）

　
子
ど
も
の
年
齢
に
関
係
な
く
免
除
さ

　
れ
ま
す
。

　
※
実
際
に
は
住
民
税
所
得
割
額
で
算
出

◆
預
か
り
保
育
の
無
償
化

　
無
償
化
の
対
象
と
な
る
に
は
、
保
育

の
必
要
性
の
認
定
が
必
要
で
す
。

○
新
２
号
認
定

▼
３
～
５
歳
児
ク
ラ
ス

　
４
５
０
円
×
利
用
日
数
分
が
無
償
化

　
さ
れ
ま
す
。

○
新
３
号
認
定

▼
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
満
３
歳
児（
※
）

　
４
５
０
円
×
利
用
日
数
分
が
無
償
化

　
さ
れ
ま
す
。

　
※
３
歳
の
誕
生
日
後
の
３
月
31
日
ま
で

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

　
認
定
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

※
家
族
構
成
な
ど
に
よ
り
、
追
加
の
書

類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
・
新

制
度
移
行
の
幼
稚
園

利
用
に
は
申
請
が
必
要
で
す

幼
児
保
育
・
教
育

認定区分 対象 利用希望

１号認定 ３歳以上（※１）の
就学前の児童

幼稚園や認定こども
園で「教育」を受け
ることを希望

新２号認定 ３歳以上（※２）の
就学前の児童 １ 号 認 定 に 加 え て、

預かり保育の無償化
を希望新３号認定 住民税非課税世帯の

満３歳児

２号認定 保育が必要な３歳以
上の就学前の児童 保育所や認定こども

園で「保育」を受け
ることを希望３号認定 保育が必要な

３歳未満の児童

※１　３歳の誕生日の前日から認定が受けられます。
※２　年少〜年長クラスの子ども

利用施設 認定区分 申請する場所

幼稚園

１号（教育を希望）
幼稚園に申請します。申請につ
いて詳しくは、各園に問い合わ
せてください。

新２・３号
（預かり保育の　
　無償化を希望）

認定
こども園

１号（教育を希望）
各認定こども園に申請します。
申請について詳しくは、各園に
問い合わせてください。

新２・３号
（預かり保育の　
　無償化を希望）

２号・３号
（保育を希望）

福祉課で認定申請します。入園
の申し込みは、認定後に各認定
こども園で行う必要があります。

保育所 ２号・３号
（保育を希望）

福祉課で、認定申請と保育所入
所申し込みを同時に行います。

家庭で保育ができますか？

両親は、ともに
「保育の利用を必要とする
理由」に該当しますか？

両親は、ともに
「保育の利用を必要とする理由」に
該当しますか？

子どもの年齢は
令和元年４月１日現在で何歳ですか？

（図１）認定区分の判定フロー

３歳〜５歳 ０歳〜２歳

はい

いいえ

いいえ

はい

はい いいえ

いいえ はい

１号認定
（教育を希望）
幼稚園・認定こども
園が利用できます。

２号認定
（保育を希望）
保育所・認定こども
園が利用できます。

認定なし
一時預かりやこども
センターを利用して
ください。

３号認定
（保育を希望）
保育所・認定こども
園が利用できます。

１号認定（教育を希望）＋
新２・３号認定（預かり保育
を希望）
幼稚園・認定こども園が利
用できます。加えて、預か
り保育が無償化されます。

（満３歳児は住民税非課税
世帯のみ）

家庭で保育ができますか？

★保護者が選択できます

（表２）認定区分 （表３）申請場所

認定区分 申請に必要なもの

１〜３号認定
共通

①印鑑（スタンプ印は不可）
②教育・保育給付認定申請書
③平成31年１月１日時点の住所地の住民税課税証明書
　（平成31年１月２日以降に水俣市に転入した人のみ）
④個人番号（マイナンバー）が分かるもの（父、母、児童分）
⑤保護者の身元確認ができるもの（運転免許証やマイナンバーの個人カードなど）
⑥障がい者と同居している場合は、障害者手帳などの写し
　（保育料の階層区分によって、軽減措置が受けられる場合があります）

２・３号認定
新２・３号認定

⑦保育が必要な理由を証明する書類
　（在職証明書、母子手帳の写し、医師の診断書など、理由に応じた書類）

（表１）申請に必要なもの
　
令
和
２
年
４
月
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
、

保
育
所
に
入
所
を
希
望
す
る
人
の
申
請

受
付
を
開
始
し
ま
す
。

■
受
付
期
間　
令
和
２
年
１
月
６
日
㈪

〜
１
月
31
日
㈮
、
８
時
30
分
～
17
時
15

分
（
土
日
祝
日
除
く
）

※
時
間
内
に
窓
口
に
出
向
く
こ
と
が
難

し
い
場
合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象　
保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
、
仕

事（
月
に
お
お
む
ね
12
日
以
上
、
48
時

間
以
上
）や
出
産
、
病
気
、
同
居
親
族

の
介
護
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
家
庭
で

乳
幼
児
の
保
育
が
で
き
な
い
人（
２
号

認
定
、
３
号
認
定
）

※
保
護
者
の
勤
務
時
間
に
応
じ
て
、
標

準
時
間
保
育（
11
時
間
）か
短
時
間
保
育

（
８
時
間
）で
の
認
定
と
な
り
ま
す
。

■
必
要
書
類　
右
ペ
ー
ジ
の
表
１
参
照

※
受
付
期
間
後
も
随
時
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
が
、
期
間
内
に
申
請
を
し
た
人

を
優
先
し
ま
す
。
定
員
を
超
え
る
申
請

が
あ
っ
た
場
合
は
、
希
望
す
る
施
設
に

入
所
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
年

度
の
途
中
か
ら
の
入
所
は
、
入
所
希
望

日
の
３
カ
月
前
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

㉄ 

福
祉
課（
市
役
所
仮
庁
舎
１
階
11
番

窓
口
）☎
61
・
１
６
６
０

令
和
２
年
度
の
保
育
所
な
ど
の

入
所
希
望
者
募
集（
２・３
号
認
定
）
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今
年
度
ま
だ
健
診
を
受
け
て
い
な
い

人
や
都
合
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
を

対
象
に
、
追
加
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
今
ま
で
健
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

人
も
、
メ
タ
ボ
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活

習
慣
病
、
が
ん
な
ど
を
早
期
に
発
見
す

る
た
め
、こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

★
市
で
実
施
す
る
健
診
で
は
、
通
常
料

金
よ
り
安
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
健
診
の
個
人
負
担
金
額
が

支
払
額
で
す
。（
下
表
）

■
日
時　
令
和
２
年
１
月
19
日
㈰　
午

前
中

■
場
所　
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
も
や
い

館
１
階
）

■
申
込
方
法　
窓
口
か
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　
12
月
27
日
㈮

■
対
象
者

○
今
年
度
に
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
や
市

　
の
集
団
健
診
・
個
別
健
診
な
ど
で
下

　
表
の
検
査
を
受
け
て
い
な
い
人

○
11
月
下
旬
〜
12
月
上
旬
に
追
加
健
診

　
の
案
内
が
届
い
た
人

※
１　
41
歳（
昭
和
53
年
４
月
１
日
〜

　
昭
和
54
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）、50
歳

　
（
昭
和
44
年
４
月
１
日
〜
昭
和
45
年

　
３
月
31
日
生
ま
れ
）の
人
は
、
特
定

　
健
診
を
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

※
２　
特
定
健
診
と
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

　
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
型
肥

　
満
）に
起
因
す
る
糖
尿
病
、
脂
質
異

　
常
症
、
高
血
圧
症
な
ど
や
生
活
習
慣

　
病
を
予
防
し
、
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と

　
を
目
的
と
し
た
健
康
診
査
で
す
。

※
３　
特
定
健
診
は
、
医
療
機
関
で
の

　
個
別
健
診
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど

　
で
の
集
団
健
診
の
い
ず
れ
か
で
受
け

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
４　
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検

　
診
は
、
奇
数
年
齢
で
も
、
前
年
度
に

　
受
診
し
て
い
な
い
場
合
に
は
受
け
ら

　
れ
ま
す
。

※　
今
年
度
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
は
、

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
、

　
大
腸
が
ん
検
診
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

　
診
に
つ
い
て
実
施
し
ま
す
。
対
象
者

　
に
は
、
７
月
頃
に
詳
し
い
お
知
ら
せ

　
と
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
直
接
郵
送
し 

　
て
い
ま
す
。
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は
検

　
診
当
日
に
利
用
で
き
ま
す
。

※
生
活
保
護
受
給
者
は
全
て
無
料
で
受

　
診
で
き
ま
す
。

㉄ 

市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
63
・
３
２
０
２

　
ど
な
た
で
も
傍
聴
が
で
き
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
も
視
聴
で
き
ま
す
。

■
期
間　
11
月
29
日
㈮
～
12
月
19
日
㈭

◆一般
質
問

■
日
時　
12
月
10
日
㈫
～
12
日
㈭　
９

時
30
分
～

■
場
所　
も
や
い
館
３
階
も
や
い
ホ
ー
ル

◆
委
員
会

■
日
時　
12
月
13
日
㈮
・
16
日
㈪ 

他

■
場
所　
も
や
い
館
３
階
会
議
室 

他

㉄ 

議
会
事
務
局
☎
61
・
１
６
６
１

◆
特
別
障
害
者
手
当（
支
給
条
件
）

　
20
歳
以
上
の
在
宅
で
暮
ら
し
て
い
る

人
で
、
重
度
の
心
身
の
障
が
い
の
た
め

日
常
生
活
に
お
い
て
常
に
特
別
の
介
護

を
必
要
と
す
る
人
（
下
表
１
に
２
つ
該

当
す
る
人
）

◆
障
害
児
福
祉
手
当（
支
給
条
件
）

　
20
歳
未
満
の
在
宅
で
暮
ら
し
て
い
る

人
で
、
心
身
の
障
が
い
の
た
め
日
常
生

活
に
お
い
て
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る

人
（
下
表
２
に
１
つ
該
当
す
る
人
）

※
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い

る
人
、
病
院
な
ど
に
３
カ
月
を
超
え
て

入
院
し
て
い
る
人
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
支
給
額　
４
月
か
ら
、
支
給
額
が
改

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
特
別
障
害
者
手
当

　
２
７
２
０
０
円
（
月
額
）

○
障
害
児
福
祉
手
当

　
１
４
７
９
０
円
（
月
額
）

■
提
出
書
類

①
認
定
請
求
書

②
認
定
診
断
書

③
戸
籍
謄
本
・
住
民
票
謄
本

④
申
請
者
本
人
・
扶
養
義
務
者
の
前
年

　
分
の
所
得
を
証
明
す
る
書
類

⑤
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号

　
通
知
カ
ー
ド

※
障
が
い
の
種
類
や
状
態
と
い
っ
た
対

象
者
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、
他
に
書

類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

㉄ 

福
祉
課
☎
61
・
１
６
５
０

ご
存
知
で
す
か
？

障
が
い
者
へ
の
手
当
制
度

福
祉

今
年
度
最
後
、
１
日
限
り
！

追
加
健
診
を
実
施
し
ま
す

①
両
眼
の
視
力
の
合
計
が
０
・
04
以
下

　
で
あ
る
も
の

②
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
１
０
０
デ
シ

　
ベ
ル
以
上
で
あ
る
も
の

③
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
が
い
を

　
有
す
る
も
の
、
ま
た
は
両
上
肢
の
全

　
て
の
指
を
欠
い
て
い
る
も
の
、
も
し

　
く
は
両
上
肢
の
全
て
の
指
の
機
能
に

　
著
し
い
障
が
い
を
有
す
る
も
の

④
両
下
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
が
い
を

　
有
す
る
も
の
、ま
た
は
両
下
肢
を
足

　
関
節
以
上
で
欠
い
て
い
る
も
の

⑤
体
幹
の
機
能（
姿
勢
保
持
能
力
）に

　
座
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
、

　
ま
た
は
立
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
な

　
い
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
も
の

⑥ 

①
〜
⑤
に
掲
げ
る
も
の
の
他
、身
体

　
の
機
能
の
障
が
い
ま
た
は
長
期
に
わ

　
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
①

　
〜
⑤
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る

　
状
態
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
の
動
作

　
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
程
度
で
あ
る

　
も
の

⑦
精
神
障
が
い
で
あ
っ
て
、①
〜
⑥
と

　
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
も
の

①
両
眼
の
視
力
の
合
計
が
０
・
02
以
下

　
で
あ
る
も
の

②
両
耳
の
聴
力
が
補
聴
器
を
用
い
て
も

　
音
声
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

　
程
度
で
あ
る
も
の

③
両
上
肢
の
機
能
に
著
し
い
障
が
い
を

　
有
す
る
も
の

④
両
上
肢
の
全
て
の
指
を
欠
い
て
い
る

　
も
の

⑤
両
下
肢
の
機
能
が
な
く
な
っ
て
い
る

　
も
の

⑥
両
大
腿
の
２
分
の
１
以
上
を
失
っ
て

　
い
る
も
の

⑦
体
幹
の
機
能（
姿
勢
保
持
能
力
）に

　

座
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度

　
の
障
が
い
を
有
す
る
も
の

⑧ 

①
〜
⑦
に
掲
げ
る
も
の
の
他
、身
体

　
の
機
能
の
障
が
い
ま
た
は
長
期
に
わ

　
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
①

　
〜
⑤
と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る

　
状
態
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
の
動
作

　
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
程
度
で
あ
る

　
も
の

⑨
精
神
障
が
い
で
あ
っ
て
、①
〜
⑧
と
同

　
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
も
の

⑩
身
体
の
機
能
の
障
が
い
も
し
く
は
病

　
状
ま
た
は
精
神
の
障
が
い
が
重
複
す

　
る
場
合
で
、
そ
の
状
態
が
①
〜
⑨
と

　
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
程
度
で

　
あ
る
も
の

◆
支
給
対
象
と
な
る
障
が
い
の
状
態 

（
表
１
）特
別
障
害
者
手
当（
２
つ
該
当
）

（
表
２
）障
害
児
福
祉
手
当（
１
つ
該
当
）

検診項目 対象者
水俣市

検診料金
（税込み）

料金（税込み）

一般 非課税世帯
後期高齢者

複
合
健
診
（
選
べ
る
健
診
）

特定健診 ※１・２・３
（身体測定、診察、血
圧測定、検尿、血液
検査など）

○40〜74歳の国保加入者
○生活保護受給者

9114円〜
9961円 800円 800円

後期高齢者健診 75歳以上の後期高齢者 8647円 800円 800円

肺がん・結核検診

40歳以上

1980円 600円 400円

喀
かくたん

痰検査 2970円 900円 600円

大腸がん検診 1716円 500円 300円

胃がん検診 4840円 1400円 900円

子宮頸がん検診 20歳以上の女性（偶数年齢のみ）※４ 4180円 1300円 800円

乳がん検診
40歳代の女性（偶数年齢のみ）※４ 7260円 2200円 1300円

50歳代の女性（偶数年齢のみ）※４ 5280円 1600円 1000円
肝炎ウイルス検診

（Ｂ型・Ｃ型） 40歳以上（今まで受診したことがない人） 2750円 900円 無料

腹部超音波検診 40歳以上 3630円 1600円 1600円

前立腺がん検診 40歳以上の男性 1760円 1100円 1100円

健
康

議
会

水
俣
市
議
会

12
月
定
例
会
の
日
程
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歯
と
お
口
の
健
康
状
態
を
チ
ェッ
ク

す
る
健
診
を
実
施
中
で
す
。

　

お
口
の
健
康
を
保
っ
て
い
な
い
と
、

飲
み
込
む
機
能
が
低
下
す
る
だ
け
で
な

く
、
糖
尿
病
や
心
臓
病
な
ど
の
全
身
の

病
気
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
特

に
高
齢
に
な
る
と
、
む
せ
た
り
、
の
ど

に
つ
か
え
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

口
の
中
の
細
菌
な
ど
が
肺
に
入
っ
て
肺

炎
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

年
に
１
回
は
「
歯
と
お
口
の
健
診
」

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
受
診
に
は
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
期
間　
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮
ま
で

■
場
所　
市
が
委
託
し
た
歯
科
医
院

■
対
象　
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
で
、
水
俣
市
に
住
所
を
有
す
る

人
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は

除
き
ま
す
。

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設

　
に
入
所
し
て
い
る
人

○
長
期
間
（
お
お
む
ね
６
カ
月
以
上
）

　
病
院
に
入
院
し
て
い
る
人
。

○
他
の
公
的
事
業
で
同
様
の
歯
科
検
診

　
を
受
け
た
人
。

■
検
診
料
金　
４
０
０
円
（
通
常
４
２ 

９
０
円
）

㉄ 

市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
63
・
３
２
０
２

　
償
却
資
産
と
は
、
法
人
や
個
人
で
事

業（
工
場
や
商
店
な
ど
の
経
営
、
駐
車

場
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
貸
付
、
農
業
・

漁
業
・
林
業
・
畜
産
業
な
ど
）を
経
営

し
て
い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に

用
い
て
い
る
機
械
装
置
な
ど
（
土
地
・

家
屋
を
除
く
）
の
こ
と
で
す
。

　
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
、

資
産
の
所
在
す
る
市
町
村
に
申
告
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。

■
申
告
方
法　
昨
年
ま
で
申
告
し
て
い

る
人
な
ど
に
は
、
12
月
中
旬
頃
に
申
告

書
を
郵
送
し
ま
す
。
過
年
度
の
申
告

が
漏
れ
て
い
た
人
や
、
新
た
に
申
告
が

必
要
な
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
提
出
期
限　
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

■
償
却
資
産
の
対
象
と
な
る
も
の
の
例

★
太
陽
光
発
電
設
備

　
太
陽
光
発
電
設
備
は
、
売
電
事
業
用

の
機
械
と
し
て
、
償
却
資
産
申
告
の
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
は
、
次
の
表

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
業
用
資
産
は
、
発
電
量
・
売
電
量

に
か
か
わ
ら
ず
課
税
の
対
象
で
す
。
発

電
量
10‌

kw
以
上
の
設
備
は
、
事
業
用
資

産
と
し
て
扱
い
ま
す
。

㉄ 

税
務
課
固
定
資
産
税
係
☎
61
・
１
６ 

２
０

　
県
有
地
売
却
の一般
競
争
入
札
を
実

施
し
ま
す
。
参
加
に
は
、
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼http://w
w

w
.pref.kum

am
o 

to.jp/kiji_8781.htm
l

◆
物
件

■
物
件
名　
水
俣
県
職
員
住
宅

■
所
在
地　
水
俣
市
陣
内
１
丁
目
４
６ 

１
番
２
、４
６
１
番
３

■
地
積
な
ど

○
９
８
７・８
８
㎡（
公
簿
お
よ
び
実
測
）

○
宅
地
（
建
物
付
き
）

■
最
低
売
却
価
格　
１
８
５
２
万
円

■
建
物
開
放
日
時　
12
月
13
日
㈮　
13

時
30
分
〜（
１
時
間
）

◆
入
札

■
参
加
申
込
締
切
日
時　
令
和
２
年
１

月
10
日
㈮　
17
時

■
日
時　
令
和
２
年
２
月
７
日
㈮　
13

時
30
分

■
場
所　
熊
本
県
芦
北
総
合
庁
舎
３
階

大
会
議
室

㉄ 

熊
本
県
財
産
経
営
課
☎
０
９
６・３ 

３
３・２
０
８
８

　
納
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

㉄ 

税
務
課
収
納
対
策
室
☎
61
・
１
６ 

３
０

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
申
請
受
付

期
間
を
延
長
し
ま
す
。

　
申
請
の
対
象
と
な
る
人
に
は
、
８
月

下
旬
に
市
か
ら
案
内
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、

同
封
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
返
信
す
る
か
、
窓
口
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
子
育
て
世
帯
対
象
者
に
つ
い
て
は
申

請
不
要
で
す
。

■
申
請
期
間

　
（
旧
）
11
月
29
日
㈮
ま
で

　
　
　
↓
延
長
し
ま
す

　
（
新
）
12
月
27
日
㈮
ま
で

㉄ 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
窓
口（
も
や

い
館
２
階
ラ
ウ
ン
ジ
内
）
☎
62
・
８
３ 

０
０
／
総
務
課
☎
61
・
１
６
０
３

　
２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）
に
熊
本

市
・
水
俣
市
で
採
択
さ
れ
た「
水
銀
に

関
す
る
水
俣
条
約
」に
つ
い
て
、
今
年

も
環
境
省
・
熊
本
県
・
水
俣
市
の
共
催

で
、
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
の
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
、
水

俣
市
の
中
学
生
・
高
校
生
が
夏
休
み
に

参
加
し
た
水
銀
に
関
す
る
学
習
の
発
表

を
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
回
は
、
元
Ｋ
Ｋ
Ｔ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
・
村
上
美
香
さ
ん
を
迎
え
て
、

対
談
形
式
で
水
銀
フ
リ
ー
社
会
に
つ
い

て
学
び
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

■
日
時　
12
月
21
日
㈯　
14
時
〜
16
時

30
分

■
場
所　
水
俣
病
情
報
セ
ン
タ
ー

㉄ 

環
境
課
環
境
も
や
い
推
進
室
☎
61
・

１
６
１
２

締
め
切
り
間
近
で
す
！ 

後
期
高

齢
者
の「
歯
と
お
口
の
健
診
」

健
康

税償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す

資産 対象物の例
構築物 舗装路面、庭園、門・塀、看板（広告塔など）、ビニールハウス など

機械、装置 各種製造設備などの機械・装置、建設機械、クリーニング装置、
太陽光発電設備（★）　など

船舶 漁船、ボート、遊覧船 など
航空機 飛行機、ヘリコプター

車両、運搬具 フォークリフトなどの大型特殊自動車、その他運搬車
（自動車税・軽自動車税の対象となる自動車、小型特殊車両は除く）

工具、器具、備品 パソコン、陳列ケース、測定工具、理容・美容機器、エアコン、応接セット、
レジスター など

発電量
設置者

10kw 未満
（余剰売電） 10kw 以上

個人（住宅用） 課税対象外
申告不要

課税対象
申告が必要です個人（事業用）

課税対象
申告が必要です

法人

税納
期
は
お
忘
れ
な
く
！

納
期
限
＆
口
座
振
替
日

税　目 期別 納期限 口座
振替日

固定資産税
第
３
期

令
和
２
年
１
月
６
日
㈪

12
月
27
日
㈮

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介護保険料

第
６
期

公
有
財
産

県
有
地
を
競
争
入
札
で

売
却
し
ま
す

水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９

水
俣
条
約

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

申
請
受
付
期
間
を
延
長
し
ま
す

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券



お問合せ
お申込み

カリキュラム詳細など
お気軽にお問い合わせください。

水俣商工会議所
水俣市大園町1-11-5

tel:0966-63-2128
fax:0966-63-6474

受講⇒プラン完成⇒
創業補助金へ大きく前進

全てのカリキュラム受講かつ
プラン完成で、補助金（水俣市創業
支援事業補助金）の要件である
証明書が取得できます。

受講料無料
これだけ充実した内容なのに
なんと受講料は無料。
もう参加するしか
ありません。

全部出なくてもOK!
スケジュールが合わず参加できない
場合も、YouTubeで受講可能。
安心してお申込みできます。
※予めお申込みの方のみ。

創業未経験
でも問題なし!!
経営ノウハウを分かりやすく
かつ体系的に学べます。

夢の実現が
具体的に!!

創業へ向けたノウハウが学べ、
モヤモヤが具体的な
目標に変わります。

みなまた

～夢×趣味×しごと＝創業～

しごとおこし カレッジ

みなまた創業応援プロジェクト
みなまたしごとおこし研究所

対　象 夢を実現したい方･趣味をしごとにしたい方･社長に転職したい方…etc
創業、経営に興味がある方であれば
どなたでもOK!

会　場 水俣商工会議所
　　３階会議室　水俣市大園町1-11-5

時　間 各コース 13:30～16:30

定　員 30名  ※先着順
講　師 ジャイロ総合コンサルティング株式会社
主　催 水俣商工会議所

こんな方におすすめ!!
創業に関する知識が知りたい!!
国や市の施策情報を知りたい!!
資金繰りってどうすれば良いの？
創業プランの立て方がわからない!!
創業仲間と一緒に成長したい!!

★受講終了後、水俣商工会議所が証明書を発行します。
　証明書は各種補助金申請にご活用頂けます。

※ 受講者を対象に個別相談会も開催予定 ※

こちらからも
お申込み
いただけます
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◆
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
爆
発
事
故

　
先
日
、
市
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
破
砕
処
理
施
設
内
で
、
小
規
模
の
爆

発
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
火
災
な
ど

の
大
規
模
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
施
設
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。
原
因
は
、「
破
砕
埋

立
ご
み
」に
混
入
し
た
中
身
が
残
っ
た

ス
プ
レ
ー
缶
が
、
破
砕
さ
れ
た
際
に
爆

発
し
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

◆
ス
プ
レ
ー
缶
の
出
し
方

　
現
在
、
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
中
身
を
使

い
切
っ
た
あ
と
、
穴
を
空
け
ず「
ス
チ

ー
ル
缶
」の
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
る
取
り

扱
い
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ス
プ

レ
ー
缶
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の

も
あ
り
、
破
砕
埋
立
の
コ
ン
テ
ナ
に
入

れ
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
事
故
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

金
属
以
外
の
材
質
の
も
の
も
含
め
て
ス

プ
レ
ー
缶
は
全
て「
ス
チ
ー
ル
缶
」の
コ

ン
テ
ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

㉄ 

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
62
・
４ 

１
０
１

　
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・
持
ち
込
み

は
、
左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
12
月

30
日
㈪
は
、
市
内
全
域
で
可
燃
ご
み
・

生
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま
す
。
特
に
、

火
曜
日
・
木
曜
日
が
収
集
日
と
な
っ
て

い
る
地
区
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
出
し

忘
れ
が
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

㉄ 

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
☎
62
・
４ 

１
０
１

　
山
火
事
は
、
例
年
春
先
の
他
、
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
空

気
が
乾
燥
し
、
森
林
内
の
落
ち
葉
な
ど

が
燃
え
や
す
い
状
態
に
な
る
た
め
、
焚

き
火
が
燃
え
う
つ
る
な
ど
の
危
険
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

　
い
っ
た
ん
山
火
事
が
発
生
し
て
し
ま

う
と
、
消
火
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

長
い
年
月
を
か
け
て
育
て
た
貴
重
な
森

林
を一瞬
で
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
山
火
事
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

○
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
場
所（
枯
れ

　
草
の
近
く
な
ど
）で
た
き
火
を
し
な
い

○
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
と
き
や
、
風

　
が
強
い
と
き
に
は
、
た
き
火
・
火
入

　
れ
を
し
な
い

○
火
入
れ
を
行
う
際
は
、
必
ず
許
可
を

　
受
け
、
実
施
体
制
を
十
分
に
整
え
る

○
喫
煙
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
行
い
、

　
確
実
に
消
火
す
る

㉄ 

農
林
水
産
課
☎
61
・
１
６
３
２

　
次
の
と
お
り
、
広
報
み
な
ま
た
９
月

号
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

■
ペ
ー
ジ
　
31
ペ
ー
ジ

■
記
事

「
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
に
補
助

金
が
あ
り
ま
す
」

■
誤
り
の
位
置

右
下
、
表「
浄
化
槽
法
で
定
め
ら
れ
た

浄
化
槽
の
維
持
管
理
」内
、「
法
廷
点
検

（
法
第
10
条
）」の
実
施
回
数

■
誤
り
の
内
容

（誤） 

お
お
む
ね
４
カ
月
に
１
回
以
上

（正） 

お
お
む
ね
３
〜
４
カ
月
に
１
回
以
上

㉄ 

環
境
課
☎
61
・
１
６
１
３

広
報
み
な
ま
た
９
月
号
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た

ご
み

ス
プ
レ
ー
缶
は
材
質
に
か
か
わ
ら
ず

「
ス
チ
ー
ル
缶
」の
コ
ン
テ
ナ
へ

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日
程

区分
12月 １月

27日㈮ 28日㈯ 30日㈪ ６日㈪

燃やすごみ ○ 持込のみ ○
全地区
収集

○

生ごみ ○ × ○

プラ製容器包装
（廃プラ） 持込のみ 持込のみ

資源ごみ ○ 持込のみ 持込のみ

事業所ごみ ○ ○
生ごみ除く ○ ○

お
詫
び
と
訂
正

空
気
が
乾
燥
す
る
季
節

山
火
事
に
ご
注
意
を
！

山
林

スギ



日　程 講座名 内　　容 担当講師

腰高 康雄氏

百済 清貴氏

佐藤 一義氏

百済 清貴氏

腰高 康雄氏

腰高 康雄氏

第１回
12月14日土

第２回
12月21日土

第３回
１月11日土

第４回
１月18日土

第５回
１月25日土

第６回
２月８日土

創業ガイダンスと
創業への準備

１． 最近の創業状況および創業の意義
２． 創業のリスクと成功要因
３． 自身の強みを分析して創業に活かす
４． アイデア発想法で事業アイデアを考える

マーケティング戦略
を実践する

５． マーケティングの４Ｐを知る
６． 顧客ターゲットと商圏を絞り込む
７． STP戦略を活用する
８． ビジネスプランに着手（演習）

資金･収支と
開業手続き

９． 経理と税務の基礎知識
10． 開業手続き、補助金、融資を知る
11． 売上・経費・利益計画を作る（演習）

販売促進と
ICT活用

12． 自社に合った販売促進策を考える
13． ICT・Webによる情報発信の基本と注意点
14． SNSによる顧客獲得
 （Facebook･Instagram等）

アナログ販促と
ビジネスプラン

15． チラシ･DMの有効活用
16． ビジネスプランを仕上げる（演習）

ビジネスプラン
発表会

17． ビジネスプランの発表
18． 発表されたビジネスプランへの意見交換

受講申込書みなまたしごとおこしカレッジ 記入日　令和元年　　　月　　　日

お 名 前

ご 住 所

T E L

有（　　　年　　月頃 開業予定）　　・　未　定　・　　　開業済み（　　年　　月）

（いずれかに○及び記入をお願いします）

開業している場合はその業種（　　　　　　　　　　　　　　　）

F A X

E-mail

《個人情報の取り扱いについて》本申込で得ました個人情報につきましては、以下の利用目的の範囲でのみ利用します。 ①受講時の本人確認 ②受講者台帳の作成 ③本セミナーに関する連絡 ④当会で行うセミナー等の案内 ⑤各種アンケートの実施

携帯電話

創業予定
ま た は
開 業 日

創業予定
の 業 種

性 　 別

水俣商工会議所 行

充実のカリキュラムと講師陣

FAX:0966-63-6474
受講申込書は
このままFAXで
お送りください

　担当講師は、全国で創業
支援や創業セミナーを行っ
ているジャイロ総合コンサ
ルティングの講師陣。豊富
な創業事例や創業時に必要
な具体的なノウハウを余す
ところなくお伝えします !!
　超実践型カリキュラムで
経営ノウハウを体系立って
学ぶことが可能です。これ
から創業する方に必須の知
識が得られます。

腰高 康雄氏
（こしだか やすお）

ジャイロ総合
コンサルティング
株式会社
専務取締役

人材派遣会社から研修コンサルタント会社㈱マ
ネジメントサービスセンター（MSC）に勤務し、
営業企画部マネージャーを務め全国売上トップ
となる。その後、インターネットビジネスで独
立開業の後、研修会社を設立し昇進･昇格の個
別指導を始める。現在は、ジャイロ総合コンサ
ルティングの専務取締役兼コンサルタント。人
材アセスメントの専門以外に、経験に基づくマ
ネジメント研修、営業研修、販促研修、マーケティ
ング講座を得意としている。また、POSレジや
ネット販売、創業支援、展示会出展支援、事業
承継、職場のメンタルヘルス、プレミアム商品
券活用など、講演の守備範囲は非常に幅広い。

佐藤 一義氏
（さとう かずよし）

ジャイロ総合
コンサルティング
株式会社
コンサルタント

千葉大学卒業後、地域密着型の学習塾の新規
立ち上げに参加。新規開校のほか、プログラ
ム作成や新人教育、コーチング導入に尽力し、
地域ナンバーワン達成に貢献する。東日本大震
災を機に会計業界に転職、地元の老舗大手会
計事務所にて、創業から事業承継･相続まで累
計 400以上の中小企業の支援に携わる。「もっ
と経営者に寄り添った支援を」との思いから自
ら税理士開業し、現在は税務･会計サービスを
行う以外にも、経営のわかる税理士･中小企業
診断士として創業支援や黒字化支援に取り組ん
でいる。

百済 清貴氏
（くだら きよたか）

ジャイロ総合
コンサルティング
株式会社
コンサルタント

奈良県立高等学校の講師を経て、関西大学北
陽高等学校の教諭を務める。英語科主任･特別
活動部主任として活動する一方、運動部顧問（監
督）として全国大会出場を果たす。教師の経歴
を活かした、分かりやすく実践的で楽しく学べ
る英語には定評がある。また、キャリアコンサ
ルタントの資格を活かし、総務･人事担当の経
歴も持つ。会計から面談･採用･離職率低下の
相談を得意とする。一方で、SNSの利活用に
も定見を持つ。

男 　 ・ 　 女 ご 年 齢 歳
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★水俣市ホームページ
　https://www.city.minamata.lg.jp
　または左のＱＲコードを使ってアクセスできます

　
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
た
め
、
次
の
日
時
で
救
急
外
来
を

休
診
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
14
日
㈯
・
21
時
〜
15
日

㈰
・
６
時（
夜
間
９
時
間
）

㉄ 

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務
課

☎
63
・
２
１
０
１（
代
表
）

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
ま

す
。
入
院
患
者
さ
ま
へ
の
感
染
を
防
止

す
る
た
め
、
面
会
制
限
を
実
施
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
面
会
時
に
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
面
会
制
限
の
対
象
者
　
中
学
生
以
下

（
原
則
）

■
面
会
制
限
の
期
間

○
県
下
ま
た
は
水
俣
芦
北
地
域
で
イ
ン

　
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
る
期
間

○
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
必
要
と

　
判
断
し
た
期
間

㉄ 

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
☎
63
・
２ 

１
０
１（
代
表
）

　
水
俣
川
河
口
臨
海
部
振
興
構
想
事
業

に
伴
い
、
水
俣
市
が
熊
本
県
に
出
願
し

た
公
有
水
面
埋
め
立
て
に
つ
い
て
、
免

許
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
必
要
な
手
続
を
経
て
、
臨
海

部
の
埋
立
工
事
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

　
工
事
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
工
事
着

手
前
に
工
事
箇
所
周
辺
住
民
の
皆
さ
ま

に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

○
事
業
全
般
に
関
す
る
こ
と

　
経
済
観
光
課
☎
61
・
１
６
２
８

○
工
事
に
関
す
る
こ
と

　
土
木
課
☎
61
・
１
６
２
４

○
水
産
振
興
に
関
す
る
こ
と

　
農
林
水
産
課
☎
61
・
１
６
３
１

医
療
セ
ン
タ
ー

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め

救
急
外
来
を
休
診
し
ま
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
に
よ
り

面
会
を
制
限
し
ま
す

市では農地 区画整理の を進めています

㉄ 農林水産課農林土木係☎ 61-1635

　水俣芦北地域では、県営の補助事業制度「中山間
地総合整備事業」を活用して、農地の区画整理を進め
ています。昨年度は、袋地区・古里地区の農地の一
部で区画整理の工事を完了し、営農が再開されました。
本年度からは、県営事業「農業競争力強化基盤整備事
業」に着手し、新たに４工区の水田・畑の区画整理を
進めています。
　農地の区画整理を行うことで、作業の効率化・省力
化が図られるほか、農地の担い手農家への集積など、
地域農業の活性化が期待されます。区画整理は、樹
園地でも取り組むことができます。
　水俣市では、このように区画整理を進めていますが、
まだまだ整備が遅れている現状です。
　農地の区画整理に関することは、市農林水産課土木
係まで相談してください。

整備後

整備前

水
俣
川
河
口
臨
海
部
振
興
構
想
事
業

公
有
水
面
埋
立
免
許
を
取
得
し
ま
し
た

経
済
振
興
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ア
。
動
物
と
話
す
こ
と
が
で
き
る
テ
レ

パ
シ
ー
能
力
を
持
つ
ベ
ン
と
い
う
少
年

が
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
少
女
の
エ
リ
ー
と

一
緒
に
、
タ
ロ
ン
ガ
の
動
物
を
飼
育
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
そ
こ
に

は
、
多
く
の
危
険
が
あ
り
ま
し
た
。
凶

暴
な
ト
ラ
の
ラ
ジ
ャ
の
世
話
や
、
園
内

外
の
危
険
な
人
物
─
。（
こ
こ
か
ら
先

は
ネ
タ
バ
レ
が
あ
り
ま
す
）ベ
ン
と
エ

リ
ー
は
、
人
間
の
無
謀
で
利
己
的
な
行

動
か
ら
動
物
を
救
う
た
め
に
、
動
物
を

園
か
ら
放
し
、
２
人
は
自
然
界
で
新
し

い
生
活
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
す
。
自

由
と
、
大
災
害
か
ら
や
り
直
す
た
め
に

自
然
に
戻
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る

よ
う
な
、
希
望
に
満
ち
た
結
末
で
す
。

　
素
人
の
意
見
で
す
が
、
動
物
園
に
は
、

人
間
が
及
ぼ
す
動
物
の
生
息
地
へ
の
影

響
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
重
要
な
役
割

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
作
者
の
ケ
レ

ハ
ー
は
こ
の
物
語
で
、「
デ
ィ
ス
ト
ピ

ア
」（
理
想
郷
の
正
反
対
）の
未
来
の
中

に
あ
る
動
物
園
を
想
像
し
ま
し
た
。
で

も
、
人
間
が
環
境
教
育
や
生
息
地
の
保

護
活
動
に
真
摯
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
動
物
が
自
然
生
息
地
で
自
由

に
生
き
る
こ
と
が
で
き
、
最
終
的
に
は

動
物
園
は
ま
っ
た
く
必
要
な
い
か
も
し

れ
な
い「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」（
理
想
郷
）の

未
来
を
想
像
す
る
こ
と
も
、
そ
う
難
し

く
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
「
タ
ロ
ン
ガ
動
物
園
」を
知
っ
て
い

ま
す
か
？ 

数
年
前
、
私
は
シ
ド
ニ
ー

ハ
ー
バ
ー
を
渡
る
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
て
、

こ
の
動
物
園
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　
「
タ
ロ
ン
ガ
」は「
美
し
い
景
色
」を

意
味
す
る
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
言
葉
で
、
そ

の
名
の
と
お
り
園
内
か
ら
シ
ド
ニ
ー

ハ
ー
バ
ー
が
き
れ
い
に
見
え
ま
す
。
園

内
に
は
約
４
千
頭
の
動
物
が
い
ま
す
。

個
人
的
に
は
、
野
生
動
物
が
飼
育
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
複
雑
な
思
い
も

あ
り
ま
す
が
、
タ
ロ
ン
ガ
動
物
園
が
行

う
、
人
間
が
及
ぼ
す
環
境
へ
の
影
響
を

最
小
限
に
す
る
、
絶
滅
危
惧
種
を
保
護

す
る
な
ど
と
い
っ
た
取
り
組
み
は
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
動
物
園
は
、
ビ
ク
タ
ー
・
ケ
レ

ハ
ー
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
有
名

な
小
説
「
タ
ロ
ン
ガ
」の
舞
台
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
物
語
の
舞
台
は
、
大
災

害
で
滅
び
た
世
界
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

お隣さんのイベント情報♪

　参加申し込み受け付け中です！ 美しい芦北
の海岸線を、潮風を受けて走りませんか♪
　申し込み方法など詳しくは、公式ホームペ
ージで確認してください。
■日時　令和２年３月15日㈰
■種目　３km、５km、10km、ハーフマラソン
■参加資格　小学４年生以上の健康な人
■ゲストランナー　川内優輝選手
㉄ 芦北うたせマラソン大会実行委員会事務局
　 ☎82-2511 ／ホームページ　http://ww 
　  w.ashikitautase-marathon.jp

水俣インターチェンジが供用開始され、これまで以上にグッと近くなったお隣さんの、芦北町・津奈木町。
このコーナーでは、それぞれの町のミミヨリな情報をお知らせします。

　作家が、津奈木町に滞在する中で、人々や
自然と交わりながら制作した作品約20点を展
示します。12月８日㈰ 14時からは、大平さん
とキュレーターによる記念対談も開催します。
先着30人、観覧料のみで参加できます。
■日時　12月７日㈯～令和２年２月11日㈫・㈷
■場所　つなぎ美術館１階、３階展示室
■観覧料　一般 300円
　　　　　高・大 200円、小・中 100円
■問い合わせ　つなぎ美術館☎ 61-2222

芦 北 町 津 奈 木 町

Go！ 豪
ゴー

！
グレッグ

水俣市の CIR・グレ
ッグが、出身国・オ
ーストラリアの魅力
や文化を、さまざま
な視点で紹介します。

Vol.28

みんな遊びにおいでよ♪

2020 芦北うたせマラソン大会 アーティスト・イン・レジデンスつなぎ2019
大平由香理展『海鳴り』

　
「
太
陽
電
気
㈱
水
俣
支
店
」は
、
昭

和
23
年
４
月
に
設
立
さ
れ
た
、
18
歳
～

66
歳
ま
で
の
社
員
計
64
人
が
電
気
・
水

道
・
施
設
保
全
な
ど
の
工
事
を
実
施
し

て
い
る
事
業
所
で
す
。

♥
社
員
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す

　
社
員
の
健
康
を
第
一
に
考
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

○
社
員
一
人
一
人
が
毎
日
安
全
に
仕
事

を
行
え
る
よ
う
に
、
毎
朝
始
業
前
に
社

員
全
員
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

○
年
１
回
は
、
定
期
健
康
診
断
を
行
っ

て
い
て
、
な
ん
と
受
診
率
は
１
０
０
％

で
す
！

■問い合わせ　いきいき健康課☎ 62-3028

みなまた  　　づくり応援団

に
関
し
て
は
、
い
き
い
き
健
康
課
の
保

健
師
に
よ
る
健
康
講
話
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　
と
き
に
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
行
事
も
行
い
、
食
事
や
体
を
動
か

す
こ
と
を
通
し
て
社
員
間
の
親
睦
を
深

め
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

○
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
、
社
員
へ

の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
高
ス

ト
レ
ス
の
社
員
に
は
産
業
医
と
の
面
談

を
勧
め
、
少
し
で
も
ス
ト
レ
ス
が
低
減

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
社
屋
を
新
し
く
建
設
中
で
、

10
月
に
は
上
棟
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
社
員
一
人
一
人
が
日
々

の
業
務
を
安
全
に
、
か
つ
健
康
に
行
え

る
よ
う
、
社
員
の
こ
こ
ろ
と
身
体
の
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
！

　
定
期
健
康
診
断
の
結
果
で
再
検
査
や

治
療
が
必
要
な
社
員
へ
は
、
早
め
に
病

院
を
受
診
す
る
よ
う
促
し
、
病
気
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
全
国
労
働
衛
生
週
間
期
間
中（
10
月
）

は
、
心
身
の
健
康
づ
く
り
を
さ
ら
に
行

え
る
よ
う
、
学
習
会
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
１
つ
目
に
、
定
期
健
康
診
断

の
結
果
か
ら
最
も
所
見
が
多
か
っ
た

「
高
血
圧
」に
つ
い
て
産
業
医
に
よ
る

健
康
講
話
を
行
っ
て
、
社
員
一
人
一
人

が
生
活
の
中
で
実
践
で
き
る
内
容
を
学

び
、
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
２
つ
目
に
、
職
業
病
の
一
つ
で
あ
る

腰
痛
の
予
防
や
対
処
法
に
つ
い
て
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
に
よ
る
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
３
つ
目
に
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

Vol.７

水俣市は、平成３１年３月に「水俣市健康づくり条例」を制定しました。市民の皆様の健康づくりを応援す
るため、市の取り組みや市内の企業や法人等で健康づくりに取り組んでいる団体を紹介していきます！
７回目の今回は、太陽電気㈱水俣支店について紹介します。

太陽電気㈱水俣支店

みんないきいき健康に

健 康
「くまもとスマートラ
イフプロジェクト」の
ロゴマーク

▲毎朝全員で取り組むラジオ体操。

▲産業医による健康講話

▲ＤＶＤによる学習会
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Information

　
香
港
で
熊
本
県
産
農
産
物
の
輸
出
支

援
や
情
報
発
信
に
携
わ
っ
て
い
る
熊
本

県
香
港
事
務
所
所
長
を
講
師
に
迎
え
、

世
界
か
ら
農
産
物
が
集
ま
る
国
際
都

市
・
香
港
で
感
じ
る
農
産
物
輸
出
の
考

え
方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
講
座
終
了
後
、
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
す
。
講
座
へ
の
参
加
は
無
料
で
す

が
、
意
見
交
換
会
は
参
加
料
５
０
０
円

が
必
要
で
す
。
参
加
に
は
、
事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　
12
月
16
日
㈪　
16
時
～

■
場
所　
水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア

■
講
師　
板
東
良
明
さ
ん（
熊
本
県
香

港
事
務
所
所
長
）

■
申
し
込
み
方
法　
窓
口
や
電
話
で
直

接
申
し
込
む
か
、
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
を
明
記
し
て
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

㉄ 

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
☎
84
・
９
７ 

１
１
／
FAX‌

84
・
９
７
１
３
／
メ
ー
ル 

academ
ia@

city.m
inam

ata.lg.jp
　
く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
推
進

協
議
会
で
は
、
県
南
地
域
の
認
知
度
向

上
と
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
「
ご
当
地
グ
ル

メ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
12
月
か
ら
は
、
県
南
地
域
で
旬
を
迎

え
る
晩
白
柚
・
不
知
火（
デ
コ
ポ
ン
）・

イ
チ
ゴ
や
牡か

き蠣
を
使
っ
た
各
店
自
慢
の

ご
当
地
グ
ル
メ
が
、
県
南
19
店
舗
で
提

供
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
地
元
の

ご
当
地
グ
ル
メ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん

★
ミ
ニ
門
松
を
作
ろ
う
！

　

卓
上
サ
イ
ズ
の
門
松
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。
細
竹
を
斜
め
に
切
っ
て
組
み
、

松
と
南
天
を
飾
り
、
自
分
で
作
っ
た
水

引
飾
り
を
つ
け
て
仕
上
げ
ま
す
。

　
当
日
は
薪ま
き
ス
ト
ー
ブ
で
焼
い
た
焼
き

芋
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　
12
月
15
日
㈰　
10
時
～
12
時

■
場
所　
水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス

■
申
込
締
切
日　
12
月
10
日
㈫

■
定
員　
先
着
10
組（
た
だ
し
初
参
加

の
人
を
優
先
し
ま
す
）

■
持
参
品　
軍
手
、
飲
み
物

★
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

　
冬
至
の
日
、
電
気
を
消
し
て
和
ろ
う

そ
く
の
灯
り
で
過
ご
す「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
」を
行
い
ま
す
。

　

静
か
な
夜
の
水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス
で
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
演
奏
を
聴
い
た
り
、
影

絵
を
見
た
り
し
な
が
ら
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　
当
日
は
薪ま

き
ス
ト
ー
ブ
で
焼
い
た
焼
き

芋
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　
12
月
22
日
㈰　
18
時
～
19
時

30
分

■
場
所　
水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス

■
定
員　
20
人

★
水
俣
市
の
新
・
旧
庁
舎
に
関
す
る

展
示
を
行
っ
て
い
ま
す

　
「
水
俣
市
市
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典

（
10
月
12
日
実
施
）」で
展
示
し
た
、
水

俣
市
の
庁
舎
に
関
す
る
展
示
物
を
、
引

き
続
き
水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス
で
展
示
し
て

い
ま
す
。

　
展
示
内
容
は
、
こ
れ
か
ら
建
設
す
る

「
新
庁
舎
」
の
模
型
や
概
要
を
ま
と
め

た
パ
ネ
ル
、
今
回
解
体
し
た「
旧
庁
舎
」

の
模
型
や
建
設
時
と
解
体
時
の
様
子
を

ま
と
め
た
パ
ネ
ル
の
ほ
か
、
解
体
時
に

取
り
外
さ
れ
た
備
品
な
ど
も
展
示
し
て

い
ま
す
。

■
場
所　
水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス

㉄ 

水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス
☎
84
・
９
０
０
６

（
開
館
10
時
～
16
時
、
月
曜
休
館
）

か
。
参
加
店
舗
や
提
供
さ
れ
る
グ
ル
メ

に
つ
い
て
な
ど
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
推
進

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ https://w

w
 

w
.food-v.kum

am
oto.jp

■
開
催
期
間　
令
和
２
年
３
月
末
ま
で

■
参
加
店
舗（
順
不
同
）

○
水
俣
市　
福
田
農
場
バ
レ
ン
シ
ア
館
、

　
福
田
農
場
セ
ビ
リ
ア
館
、
福
田
農
場

　

パ
ン
工
房
グ
ラ
シ
ア
、菓
子
工
房
ア

　
ル
ル
カ
ン

○
津
奈
木
町　
お
菓
子
の
国
あ
ん
さ
ん

　
く
、喫
茶
・
レ
ス
ト
ラ
ン
と
れ
び
あ
ん

○
芦
北
町　
ぎ
ゅ
ー
ぎ
ゅ
ー
亭
、
イ
タ

　
リ
ア
小
料
理
コ
ラ
ッ
ジ
オ
、
ビ
ス
ト

　
ロ
パ
ザ
パ

○
八
代
市　
シ
フ
ォ
ン
工
房
ｄ
ａ
ｄ
ａ
、

　
ミ
カ
エ
ル
堂
、
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー

　
ジ
タ
ン
、
ス
イ
ー
ツ
ア
ー
ト
、
お
菓

　
子
の
彦一本
舗
、
Ｃａ
ｆｅ 

Ａｇ
ｒｅ

　
Ａ
ｂ
ｌｅ

○
人
吉
市　
パ
ン
と
お
菓
子
の
工
房
ナ

　
チ
ュ
ラ
ル
、
炉
端
焼
き
孝
八

○
錦
町　
市
房
堂

○
氷
川
町　
㈲
氷
川
町
ま
ち
づ
く
り
振

　
興
会

㉄ 
く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
推

進
協
議
会
事
務
局
☎
０
９
６
５
・
52
・

１
０
２
０

Information

県
南
の
旬
の
味
覚
が
大
集
合
♪

「
ご
当
地
グ
ル
メ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

みな図書 読書のまちづくり

楽しみなクリスマスがやってきます。
クリスマスの絵本をはじめ、パーティ
ーや飾り付けの本など、たくさん用意
しています。本と一緒に、クリスマス
の思い出を作りましょう♪

■図書館12月特設コーナー■

● ●●●●●最近人気の本

■熊本城超絶再現記／島
しま

充
みつる

■おかずがいらないごっついスープ
／きじまりゅうた

■スワン／呉勝浩
■夜はおしまい／島本理生
■そんなにみないでくださいな／accototo

「ハッピークリスマス」

書店で「赤ちゃんが泣き止む」と
紹介されているのを見て手に取っ
た。「東京大学あかちゃんラボ」
と協力して、たくさんの赤ちゃん
の反応を研究して作られた絵本。
カラフルで丸い不思議なキャラクターと「もいも
い」という言葉だけしかないので、自分たちでセリ
フを作って、子どもと会話を楽しんでいる。
開けば子どもが釘付けになって見てくれる、赤ちゃ
んを持つ人、夜泣きに悩む人にオススメの一冊。

『もいもい』

私のオススメ

オススメ本

子育ての心がけ「一緒に楽しむ」

出版／ディスカヴァー・トゥエンティワン

開館：火曜日〜日曜日 ９時〜19時（土日祝日は17時まで） ■問い合わせ　市立図書館☎ 63-8401

古閑 裕
ひろひさ

久 さん・直美 さん・裕
ひ ろ む

夢 くん

催
し
催
し Inform

ation
く
ら
し
の
情
報

i
市
民
公
開
講
座
「
香
港
へ
の
熊
本
県

産
農
産
物
の
輸
出
か
ら
見
え
る
こ
と
」

水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス
の
イ
ベ
ン
ト
で

冬
を
楽
し
も
う
♪

【
有
料
広
告
】

ススキ

▼ミニ門松
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くらしの情報Information

★
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り
体
験

■
日
時　
12
月
８
日
㈰　
９
時
30
分
～

12
時
（
受
付
９
時
～
）

■
申
込
締
切
日
時　
12
月
７
日
㈯
・
17
時

★
ミ
ニ
門
松
作
り
体
験

■
日
時　
12
月
22
日
㈰　
９
時
30
分
～

12
時
（
受
付
９
時
～
）

■
申
込
締
切
日
時　
12
月
21
日
㈯
・
17
時

★
共
通
事
項

■
集
合
場
所　
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
ナ
ー

サ
リ
ー

■
定
員　
各
イ
ベ
ン
ト
先
着
20
人

■
持
参
品　
軍
手
、
剪
定
ば
さ
み
、
エ

プ
ロ
ン
、
飲
み
物

■
参
加
料　
５
０
０
円
、
小
学
生
以
下

２
０
０
円
（
材
料
代
、
保
険
料
含
む
）

■
講
師　
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｌ
自
然
体
験
活
動
総

括
指
導
者
・
杉
本
崇
さ
ん

■
申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

㉄ 

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
管
理
事
務
所
☎

62
・
７
５
０
１（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
）／
メ
ー

ル info@
m

inam
ata-kouen.com

 　
水
俣
商
工
会
議
所
青
年
部
で
は
、
恒

例
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
体
験
で
お
し
ゃ
れ
な

イ
ン
テ
リ
ア
グ
ッ
ズ
作
り
の
後
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
と
ケ
ー
キ
ビ
ュッ
フ
ェ
・
み
な
ま

た
和
紅
茶
を
楽
し
み
な
が
ら
、
素
敵
な

出
会
い
を
探
し
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
令
和
２
年
１
月
25
日
㈯　
13

時
（
受
付
12
時
30
分
〜
）

■
場
所　
あ
ら
せ
会
館

■
対
象　
20
歳
代
〜
40
歳
代
の
男
女

※
男
性
は
水
俣
市
在
住
ま
た
は
勤
務
の

人
に
限
り
ま
す
。

■
申
込
締
切
日　
12
月
31
日
㈫

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
参
加
料　
男
性
４
千
円
、女
性
２
千
円

㉄ 

水
俣
商
工
会
議
所
☎
63
・
２
１
２
８

くらしの情報Information

　
エ
コ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
12
月
８
日
㈰　
10
時
〜
17
時

■
場
所　
お
れ
ん
じ
館

■
内
容　

多
肉
植
物
寄
せ
植
え
教
室

（
10
組
）、
多
肉
植
物
販
売
、
リ
メ
イ

ク
缶
・
リ
メ
イ
ク
鉢
、
リ
メ
イ
ク
服
、

リ
メ
イ
ク
小
物
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
小
物
・

ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
Ｕｎ
Ｐａ
ｉｎ
の
パ
ン
・

コ
ー
ヒ
ー
、
メ
ダ
カ
販
売
、
駄
菓
子
、

韓
国
服
販
売
、
ス
ラ
イ
ム
作
り
、
読
み

聞
か
せ 

な
ど

㉄ 

杉
本
☎
０
８
０・１
７
０
０・４
３
６
３

★
休
館
の
お
知
ら
せ

　
12
月
７
日
㈯
は
休
館
し
ま
す
。

★
古
武
術
か
ら
学
ぶ「
紐ひ
も
ト
レ
ワ
ー
ク
」

　
ヒ
モ一本
で
体
が
目
覚
め
る
！ 

ヒ
モ

を
使
っ
て
体
の
軸
を
整
え
ま
す
。
力
み

す
ぎ
、
ゆ
る
み
す
ぎ
な
い
本
来
の
体
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
12
月
13
日
㈮　
13
時
30
分
～

■
参
加
料　
５
０
０
円

■
持
参
品　
筆
記
用
具

■
定
員　
15
人
程
度

★
１
０
０
歳
ま
で
歩
こ
う
！
「
ク
ノ

ン
ボ
ー
ル
健
康
教
室
」

　
「
ク
ノ
ン
ボ
ー
ル
」を
使
っ
た
、
老
若

男
女
誰
で
も
取
り
組
め
る
ヨ
ガ
＆
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
で
す
。
体
の
不
調
を
改
善
し

快
適
な
毎
日
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
12
月
20
日
㈮　
13
時
30
分
～

■
参
加
料　
３
０
０
円

■
持
参
品　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
ク
ノ
ン
ボ
ー
ル
は
準
備
し
ま
す
。

★
定
期
開
催

○
編
み
物
教
室

　
▼
日
時　
12
月
10
日
・
17
日（
第
２
・

　
　
第
３
火
曜
）
13
時
～
16
時

○
子
ど
も
食
堂
＆
地
域
食
堂

　
「
ク
リ
ス
マ
ス
企
画
」

　
▼
12
月
14
日
㈯　
11
時
〜
14
時

○
将
棋
道
場

　
▼
12
月
16
日
㈪　
13
時
30
分
～
15
時

㉄ 

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
84
・
９
９ 

０
９

　
「
が
ん
サ
ロ
ン（
未
来
へ
）定
例
会
」を

開
き
ま
す
。
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
が

対
象
で
す
。
支
援
を
し
た
い
人
も
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　
交
流
会
で
は
、
お
茶
と
お
菓
子
を
用

意
し
ま
す
。

■
日
時　
12
月
20
日
㈮　
14
時
〜
（
２

時
間
程
度
）

■
場
所　
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
西

館
６
階

■
内
容　
交
流
会（
意
見
交
換
会
）

■
参
加
料　
無
料

㉄ 

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
地
域
医

療
支
援
室
☎
63
・
８
８
３
３

　
野
川
地
区
で
は
、
ハ
ク
サ
イ
の
栽
培

が
盛
ん
で
す
。
甘
く
て
お
い
し
い
と
評

判
の
ハ
ク
サ
イ
の
直
売
会
を
、
好
評
に

よ
り
今
年
も
開
催
し
ま
す
！

　
畑
の
中
の
会
場
で
、
そ
の
場
で
採
れ

た
ハ
ク
サ
イ
を
提
供
し
ま
す
。

■
日
時　
12
月
８
日
㈰　
９
時
〜
16
時

■
場
所　
野
川
バ
ス
停
そ
ば
の
畑

問 

野
川
Ｇ
Ｇ
ク
ラ
ブ
・
緒
方
☎
63
・
６ 

８
８
２

催
し
催
し

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
で

冬
も
自
然
を
楽
し
も
う
♪

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

12
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
♪

【
有
料
広
告
】

す
て
き
な
出
会
い
を
♥

「
み
な
ま
た
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｓ
７
」

み
ず
み
ず
し
い
採
れ
た
て
ハ
ク
サ

イ
を
直
売
し
ま
す
♪

袋 de 

ち
ょ
じ
ょ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
ん
サ
ロ
ン（
未
来
へ
）定
例
会

水俣市市制施行70周年記念事業・令和元年度水俣市文化会館自主文化事業

　中国の長い歴史の中で受け継がれてきた
伝統文化芸術「雑技」。
　代々秘伝・門外不出の変身芸「変面」、中
国の祝い事に欠かせない「獅子舞」、その他

「椅子倒立芸」、「鞭芸」、「ローリングバラ
ンス」など、驚異の身体能力から繰り出され
る感動・興奮・スリルが満載のステージをお
楽しみください。

㉄ 市教育委員会生涯学習課☎ 61-1639

■日時　令和２年　月　　日㈪（振替休日）
■場所　水俣市文化会館
■入場料　前売1000円、当日1500円（全席自由）
■チケット発売日　12月10日㈫
※車いす席のご相談は、市生涯学習課まで。
■プレイガイド　水光社１階サービスカウン
ター、ブックシティ一心堂、㈲たかやま、もや
い館２階受付、市教育委員会生涯学習課

２ 24
中国雑技─芸術の祭典─
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家
族
が
、
同
じ
悩
み
や
体
験
を
持
つ

人
と
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
、
依
存
症

を
抱
え
る
本
人
と
上
手
に
付
き
合
っ
て

い
く
た
め
の
家
族
会
で
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
、
薬
物
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど
の
依
存

症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、
誰
で
も
ど
の
会
場

に
も
参
加
で
き
ま
す
。

★
八
代
地
域

■
日
時　
12
月
12
日
㈭　
10
時
〜
12
時

■
場
所　
八
代
保
健
所

■
テ
ー
マ　
「
ア
ル
コ
ー
ル
を
手
放
し
た

人
生
〜
依
存
症
か
ら
の
回
復
」

★
天
草
地
域

■
日
時　
令
和
２
年
２
月
27
日
㈭　
10

時
〜
12
時

■
場
所　
天
草
保
健
所

■
テ
ー
マ　
「
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
、

そ
し
て
様
々
な
依
存
症
者
の
回
復
支
援
」

㉄ 

熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６・３
８
６・１
１
６
６
（
平
日
９

時
〜
16
時
）

　
図
書
館
な
ど
が
閉
館
す
る
年
末
年
始
、

勉
強
し
た
い
け
ど
場
所
が
な
い
学
生
さ

ん
の
た
め
に
、
児
童
養
護
施
設
光
明
童

園
で
学
習
ル
ー
ム
を
開
放
し
ま
す
。

　
冷
暖
房
完
備
で
、
利
用
は
無
料
で
す
。

※
学
習
指
導
者
は
つ
き
ま
せ
ん
。

■
日
時　
12
月
29
日
㈰
〜
31
日
㈫
、
１

月
２
日
㈭
〜
４
日
㈯　
９
時
〜
17
時

※
30
日
㈪
は
16
時
ま
で
。

■
場
所　
児
童
養
護
施
設
光
明
童
園
紫

光
ホ
ー
ル

㉄ 

光
明
童
園
☎
63
・
２
０
７
４

　
鹿
児
島
県
が
、
離
職
者
な
ど
の
再
就

　
鹿
児
島
県
が
、
離
職
者
な
ど
の
再
就

職
支
援
と
し
て
委
託
に
よ
り
行
う
職
業

職
支
援
と
し
て
委
託
に
よ
り
行
う
職
業

訓
練
で
す
。
介
護
・
福
祉
科（
初
任
者

訓
練
で
す
。
介
護
・
福
祉
科（
初
任
者

研
修
）の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

研
修
）の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

応
募
資
格

○
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
者

○
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
者

○
再
就
職
へ
の
意
欲
が
高
く
、
ハ
ロ
ー

○
再
就
職
へ
の
意
欲
が
高
く
、
ハ
ロ
ー

　
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し
込
み
を
し
て

　
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し
込
み
を
し
て

　
い
て
、
公
共
職
業
安
定
所
長
の
受
講

　
い
て
、
公
共
職
業
安
定
所
長
の
受
講

　
推
薦
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
人

　
推
薦
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
人

※
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
雇
用
保
険
受

※
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

給
資
格
者
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

■
訓
練
内
容

訓
練
内
容　
介
護
職
の
知
識
、
技
能
、

　
介
護
職
の
知
識
、
技
能
、

実
習
、
就
職
支
援

実
習
、
就
職
支
援  

な
ど
な
ど

■
定
員
定
員　　
22
人人

■
訓
練
日
時

訓
練
日
時　
令
和
２
年
２
月

　
令
和
２
年
２
月
20
日
㈭
日
㈭

〜
５
月

〜
５
月
19
日
㈫
の
、
原
則
㈪
〜
㈮
の
９

日
㈫
の
、
原
則
㈪
〜
㈮
の
９

時時
30
分
〜
分
〜
16
時時
30
分分

■
訓
練
場
所

訓
練
場
所　
ニ
チ
イ
学
館
出
水
校

　
ニ
チ
イ
学
館
出
水
校

■
受
講
料

受
講
料　
無
料

　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
２
万
２
千
円
程
度
、
訓

※
テ
キ
ス
ト
代
２
万
２
千
円
程
度
、
訓

練
生
総
合
保
険
３
千
円（
全
員
加
入
）

練
生
総
合
保
険
３
千
円（
全
員
加
入
）

は
自
己
負
担

は
自
己
負
担

■
募
集
期
間

募
集
期
間　　
12
月月
12
日
㈭
〜
令
和
２

日
㈭
〜
令
和
２

年
１
月
年
１
月
29
日
㈬
日
㈬

■
選
考
試
験

選
考
試
験　
令
和
２
年
２
月

　
令
和
２
年
２
月
10
日
㈪
日
㈪

９
時
集
合

９
時
集
合

■
試
験
会
場

試
験
会
場　
鹿
児
島
県
立
宮
之
城
高

　
鹿
児
島
県
立
宮
之
城
高

等
技
術
専
門
校

等
技
術
専
門
校

■
申
込
方
法

申
込
方
法　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
俣
で

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
俣
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

㉄㉄  

鹿
児
島
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専

鹿
児
島
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専

門
校
☎
０
９
９
６
・

門
校
☎
０
９
９
６
・
53
・
０
２
０
７

・
０
２
０
７

　
（
公
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会
で

は
、「
春
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業
」

10
コ
ー
ス
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
海
外
生
活
を
通
し
て
交
流
を
体
験

し
、
国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
ま
す
。
参
加
者
の
７
割
以
上
が
、

一
人
で
の
参
加
や
初
め
て
の
海
外
渡
航

者
で
す
。
事
前
研
修
会
で
は
仲
間
づ
く

り
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
で
、
安
心
し

て
参
加
で
き
ま
す
。

■
内
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
英
語
研
修
、

文
化
交
流
、地
域
見
学
、野
外
活
動
な
ど

■
研
修
国　
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
ネ
パ
ー
ル

■
日
程　
令
和
２
年
３
月
25
日
㈬
〜
４

月
５
日
㈰

■
対
象　
小
学
校
３
年
〜
高
校
３
年

■
定
員　
10
〜
20
人

■
参
加
料　
24
万
８
千
円
〜
49
万
９
千
円

■
申
込
締
切
日　
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

※
１
月
24
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
む
と

１
万
円
の
早
期
割
引
を
適
用

㉄ 

（
公
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会
☎

03
・
６
４
７
１・９
７
２
１
／
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ http://w

w
w

.kskk.or.jp

　
昨
今
、
虐
待
に
よ
り
幼
い
子
ど
も
が

命
を
落
と
す
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
児
童
虐
待

の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
に
つ
い
て

学
び
、
子
ど
も
た
ち
を
守
れ
る
社
会
を

作
る
た
め
に
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。参
加
は
無
料
で
す
。

■
日
時　
12
月
14
日
㈯　
14
時
～
16
時

（
受
付
13
時
30
分
～
）

■
場
所　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
梅

の
杜
・
あ
つ
ま
ろ
う
家

■
テ
ー
マ　
「
児
童
虐
待
の
現
状
と
こ
れ

か
ら
～
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～
」

■
講
師　
（
社
福
）
児
童
養
護
施
設
光

明
童
園
施
設
長
・
堀
浄
信
さ
ん

㉄　
（一社
）熊
本
県
社
会
福
祉
士
会
水

俣
芦
北
ブ
ロ
ッ
ク
・
岩
谷（
明
水
園
内
）

☎
63
・
１
１
０
８

　

骨
格
筋
の
加
齢
変
化
を
意
味
す
る

「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」、
生
理
的
予
備
脳
の

加
齢
変
化
を
指
す「
フ
レ
イ
ル
」。
い
ず

れ
も
自
立
生
活
に
は
不
可
欠
な
要
素
で

す
。
こ
れ
ら
の
用
語
の
解
説
と
、
最
近

の
知
見
や
対
策
に
つ
い
て
の
講
演
で
す
。

　
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
医
療・

福
祉
や
介
護
に
関
わ
る
人
の
他
、
興
味

が
あ
る
人
は
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　
令
和
２
年
２
月
８
日
㈯　
13

時
30
分
～
16
時 （
受
付
13
時
〜
）

■
場
所　
水
俣
病
情
報
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ　
「
健
康
寿
命
延
伸
法
と
フ

レ
イ
ル
・
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
対
策
」

■
講
師　
筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合

科
学
研
究
科
教
授
・
山
田
実
さ
ん

■
定
員　
１
０
０
人
程
度

■
申
込
方
法　

メ
ー
ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
勤
務
先
を
明
記

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

㉄ 

国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
63
・
３
１
１
１
／
FAX‌

61
・
１
１
４
５
／

メ
ー
ル　

reha@
nim

d.go.jp

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

依
存
症
の
人
と
向
き
合
う
家
族
の

た
め
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

小
・
中
・
高
校
生
の
た
め
の

春
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

催
し
催
し

宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
委
託
訓
練

「
介
護
・
福
祉
科（
初
任
者
研
修
）」

光
明
童
園

学
習
ル
ー
ム
を
解
放
し
ま
す

学
び
学
び

熊
本
県
社
会
福
祉
士
会
水
俣
・
芦

北
ブ
ロ
ッ
ク
地
域
公
開
セ
ミ
ナ
ー

国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

第
12
回
介
助
技
術
講
習
会
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共済ニュース

万一の災害や身近な被害の備えは
CO･OP火災共済＋自然災害共済

d90-74883-1910※CO･OP共済の詳しい保障内容は、加入申込書付パンフレットをご覧ください。
※CO･OP火災共済に加入するには、出資金をお支払いいただき、お近くの生協および都道府県労済の組合員になることが必要です。
取扱団体／日本コープ共済生活協同組合連合会（コープ共済連）　契約引受団体／全国労働者共済生活協同組合連合会（こくみん共済 ｃｏｏｐ）

水光社本店 ２階共済カウンター ☎0966-62-5099（斎藤・伊藤）
共済カウンターでは住宅保障に関する相談受付中！お気軽にお立ち寄りください。

もしも火災や自然災害で被害を受けたとき、すみやかに
生活を再建できるよう、 火災共済＋自然災害共済 をご提案しています。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
試
験

案
内
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
試
験
の
種
類　
甲
種
、
乙
種
第
１
類

〜
第
６
類
、
丙
種

■
試
験
日　
令
和
２
年
２
月
２
日
㈰

■
願
書
受
付
期
間

○
書
面
申
請　
12
月
12
日
㈭
〜
19
日
㈭

○
電
子
申
請　
12
月
９
日
㈪
〜
16
日
㈪

■
願
書
な
ど
の
配
置
場
所　
（一財
）消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、

熊
本
市
消
防
局
・
県
内
の
各
消
防
本
部
、

県
消
防
保
安
課

㉄ 

（一財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊

本
県
支
部
☎
０
９
６・３
６
４・５
０
０
５

　
季
語
が
な
く
、
簡
潔
・
滑
稽
・
機
知
・

風
刺
が
特
徴
の
川
柳
を
、
一
緒
に
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
活
動
日
時　
毎
月
第
１
日
曜
、
13
時

〜
15
時
30
分

■
場
所　
市
公
民
館
３
階

■
会
費　
年
５
千
円

㉄ 

水
俣
川
柳
会
事
務
局
・
東
☎
０
９ 

０・９
３
７
８・９
０
６
９

　
毎
年
11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は「
犯

罪
被
害
者
週
間
」で
す
。
い
つ
、
誰
に

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
犯
罪
被
害
。

大
切
な
家
族
や
友
人
が
、
犯
罪
被
害
に

遭
っ
た
と
し
た
ら
─
─
。
一人一人
が
少

し
の
勇
気
を
出
し
て
傷
つ
い
た
人
に
寄

り
添
い
、
地
域
・
社
会
の
助
け
合
い
の

き
ず
な
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
あ
な
た
の
そ
ば
に
、
悩
ん
で
い
る
人

は
い
ま
せ
ん
か
？ 

相
談
窓
口
が
あ
る
こ

と
を
教
え
て
あ
げ
る
こ
と
も
、
大
切
な

支
援
の
ひ
と
つ
で
す
。

◆
犯
罪
被
害
者
支
援
窓
口

○
警
察
本
部
広
報
県
民
課
犯
罪
被
害
者

支
援
室

　
☎
０
９
６・３
８
１・０
１
１
０

○
く
ま
も
と
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
犯
罪
被
害一般

　
☎
０
９
６・３
８
６・１
０
３
３

▼
性
暴
力
被
害
専
用

　
☎
０
９
６・３
８
６・５
５
５
５

◆
性
犯
罪
被
害
に
関
す
る
相
談
窓
口

○
警
察
本
部
捜
査
第一課
「
性
被
害
相

談
電
話
」

　
☎
０
１
２
０・８
３
４
３・８
１

　
☎
０
９
６・３
８
４・１
２
５
４

◆
警
察
に
対
す
る
各
種
相
談

○
警
察
本
部
広
報
県
民
課
「
警
察
安
全

相
談
室
」

　
☎
０
９
６・３
８
３・９
１
１
０

㉄ 

水
俣
警
察
署
☎
62
・
０
１
１
０

　
家
庭
内
の
問
題
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ

な
心
配
事
、
困
り
事
な
ど
、
人
権
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時　
12
月
４
日
㈬　
10
時
〜
15
時

■
場
所　
市
役
所
仮
庁
舎
２
階
第
２
会

議
室
Ｂ

■
人
権
擁
護
委
員　

平
尾
雅
述
さ
ん
、

牛
迫
秀
基
さ
ん
、
山
下
泰
生
さ
ん
、
和

田
恭
子
さ
ん
、
前
嶋
道
子
さ
ん
、
坂
本

欣
也
さ
ん

㉄ 

熊
本
地
方
法
務
局
八
代
支
局
☎
０ 

９
６
５
・
32
・
２
６
５
４

■
日
時　
12
月
15
日
㈰　
９
時
開
会

■
場
所　
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
み
な
ま
た

■
参
加
資
格　
３
人
以
上
の
同
区
・
同

地
域
の
小
学
生
以
上
で
編
成
し
た
チ
ー
ム

※
同
区
、
同
地
域
か
ら
複
数
チ
ー
ム
が

参
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
参
加
料　
１
チ
ー
ム
２
千
円

■
種
目　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
使
用
、
団
体

戦
、
３
ダ
ブ
ル
ス
。
女
子
は
男
子
と
し

て
出
場
で
き
ま
す
。

①
混
合
ダ
ブ
ル
ス

②
フ
リ
ー
ダ
ブ
ル
ス

③
混
合
ダ
ブ
ル
ス

■
申
込
締
切
日　
12
月
12
日
㈭

㉄ 

水
俣
市
卓
球
協
会
・
坂
上
☎
０
９ 

０・４
５
８
１・０
９
９
４
／
FAX‌

63
・
３
９ 

０
２（
自
宅
☎
共
通
）

　

水
の
抵
抗
・
浮
力
を
利
用
し
て
行

う
、
膝
・
腰
に
も
優
し
い
水
中
運
動
で

す
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
運
動
し

ま
し
ょ
う
♪

■
日
時　
12
月
10
日
㈫　
13
時
～
14
時

■
場
所　
市
立
総
合
体
育
館
温
水
プ
ー
ル

■
定
員　
20
人

■
参
加
料　
１
回
５
０
０
円

※
定
期
券
、
回
数
券
を
持
っ
て
い
る
人

は
２
０
０
円
で
参
加
で
き
ま
す
。

■
持
参
品　
水
着
、キ
ャッ
プ
、タ
オ
ル

㉄ 

市
立
総
合
体
育
館
☎
63
・
３
３
３
９

■
募
集
職
種　
薬
剤
師

■
採
用
人
数　
１
人
程
度

■
採
用
時
配
置
先　
市
立
明
水
園
薬
局

■
受
験
資
格　
昭
和
35
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
薬
剤
師
免
許
を

有
す
る
、
ま
た
は
令
和
元
年
度
実
施
の

国
家
試
験
で
取
得
す
る
見
込
み
の
人

■
選
考
方
法　
書
類
審
査
、
面
接

◆
申
込
書
の
請
求
の
方
法

○
直
接
来
所

　
水
俣
市
社
会
福
祉
事
業
団
事
務
局（
わ

　
く
ワ
ー
ク
み
な
ま
た
内
）に
備
え
付

　
け
て
い
ま
す
。

○
郵
便
請
求

　
申
込
書
返
送
の
た
め
の
返
信
用
封
筒

　
（
宛
先
明
記
、
１
２
０
円
切
手
貼
付
、

　
Ａ
４
サ
イ
ズ
が
入
る
も
の
）を
同
封

　
し
、
封
筒
の
表
に「
職
員
採
用
試
験

　
申
込
書
請
求
」と
朱
書
き
し
て
請
求

　
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
試
験
案

内
、
受
験
申
込
書
、
面
接
カ
ー
ド
が
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
募
集
要
項
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼http://w
w

w
.m

inam
ata-sj.

or.jp/

◆
申
し
込
み
手
続
き

■
提
出
書
類　
受
験
申
込
書
、
面
接
カ

ー
ド

■
提
出
方
法

○
直
接
来
所

　
水
俣
市
社
会
福
祉
事
業
団
事
務
局（
わ

　
く
ワ
ー
ク
み
な
ま
た
内
）に
提
出
。

○
郵
送
申
込

　
封
筒
の
表
に「
職
員
採
用
試
験
申
込
」

　
と
朱
書
き
し
て
送
付
。

■
申
込
受
付
期
間　
随
時
受
付

■
見
学
な
ど　
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
担
当
者
が
案
内
し
ま
す
。

㉄ 
水
俣
市
社
会
福
祉
事
業
団（
わ
く
ワ

ー
ク
み
な
ま
た
内
）☎
62
・
５
７
１
７
／

〒
８
６
７
ー
０
０
６
８
、
浜
松
町
５
番

95
号

【
有
料
広
告
】

第
38
回 
地
区
対
抗

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会

【
有
料
広
告
】

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

令
和
元
年
度

第
３
回 

危
険
物
取
扱
者
試
験

募
集
募
集

水
俣
川
柳
会 

会
員
募
集

水
中
運
動
教
室「
ミ
ッ
ト
ア
ク
ア
」

試
験
試
験

水
俣
市
社
会
福
祉
事
業
団

職
員
採
用
試
験（
薬
剤
師
）

相
談
相
談

市
役
所
仮
庁
舎
内
で

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

犯
罪
被
害
の
悩
み
に
寄
り
添
う

各
種
相
談
窓
口
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◆
児
童
養
護
施
設 

光
明
童
園
へ

立
岡
様（
芦
北
町
）、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
長
寿
村
、エ
コ
ネ
ッ
ト
み
な
ま
た
、

太
陽
電
気
㈱
、モ
ナ
コ
パ
レ
ス
水
俣
店
、

徳
洲
会

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

白
梅
荘
へ

水
俣
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

◆
水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

前
田
ヒ
ロ
子（
市
渡
瀬
）、梶
原
忠
市（
幸

町
）、中
村
幹
雄（
丸
島
町
）、井
上
正
信

（
白
浜
町
）、山
下
順
子（
八
ノ
窪
町
）、

山
下
政
孝（
薄
原
）、川
野
幸
良（
初
野
）、

新
開
秀一（
熊
本
市
）、大
川
富
男（
神
奈

川
県
相
模
原
市
）、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
長
寿
村
、水
俣
高
校
昭
和
31
年
卒一

同◆
水
俣
市
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ

ー
基
金・10
月
受
付
分（
受
付
順
）

㈲
信
香
園
、㈱
モ
ー
ド
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、

水
俣
地
区
労
働
組
合
連
絡
協
議
会
、Ｊ

Ｎ
Ｃ
セ
ン
ト
ラ
ル
㈱
、鶴
亀
建
設
㈱
、お

ば
ち
ゃ
ん
の
店
マ
キ
ノ
、南
部
環
境
㈱

（
敬
称
略
）

※
引
き
続
き
寄
附
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

㉄ 

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎︎
63・９
３
１
１

　
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
、
熊
本
県

最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

★
時
間
額　
７
９
０
円

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ
て
の

事
業
所
、
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

㉄ 

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
６・３
５
５・３
２
０
２

　
中
尾
山
コ
ス
モ
ス
会
で
は
、
中
尾
山

公
園
を
市
内
外
の
た
く
さ
ん
の
人
に
広

く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
年
も
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
応
募
総
数
31
点
か
ら
厳
正
な
審
査
を

行
い
、
次
の
人
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
は
、
市
立
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
２
階
売
店
前
で
12
月
３
日
か
ら
展

示
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
応
募
が
あ
っ
た
全
作
品
を
、

令
和
２
年
１
月
７
日
㈫
か
ら
肥
後
銀
行

水
俣
支
店
で
展
示
し
ま
す
。

◆
入
賞
者

○
金
賞　
松
本
幹
雄
さ
ん（
水
俣
市
）

　
題
『
春
の
天
の
川
』

○
銀
賞　
丁
政
彦
さ
ん（
出
水
市
）

○
銅
賞　
山
下
京
子
さ
ん（
水
俣
市
）

○
新
人
賞　
山
川
和
史
さ
ん（
津
奈
木

　
町
）

○
コ
ス
モ
ス
会
賞　
大
崎
満
洲
美
さ
ん

　
（
芦
北
町
）、金
子
真
司
さ
ん（
水
俣
市
）

㉄ 

中
尾
山
コ
ス
モ
ス
会
・
渕
上
☎
０
９ 

０・７
４
６
８・４
８
６
９

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
高
齢
者
が
働

け
る
職
場
の
開
拓
と
職
業
相
談
・
紹
介

を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
き
が
い
を
高
め

た
い
、
社
会
貢
献
し
た
い
な
ど
、
長
年

培
っ
た
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
相
談
受
付
日
時　
毎
週
㈪
・
㈬
・
㈮

10
時
〜
16
時

■
相
談
場
所　
芦
北
地
域
振
興
局
福
祉

課
内

㉄ 

熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

芦
北
相
談
所
☎
82
・
５
３
１
０

中
尾
山
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
者
を
発
表
し
ま
す

伝
言
板

伝
言
板

寄
附
・
善
意

寄
附
・
善
意

赤
あかほし

星　明
あきこ

子

井
いのうえ

上　シゲ子
こ

上
うえ の

野　タミ

大
おおかわ

川　トシエ

大
おおつか

塚　フミ子
こ

岡
おかだ

田　榮
えいき

喜

緒
おが た

方　信
のぶこ

子

小
おがわ

川　三
さぶろう

郎

尾
おぐち

口　均
ひとし

85 歳　月浦

81歳　白浜町

95歳　白浜町

92歳　大川

87歳　浜

90歳　八ノ窪町

87歳　古賀町

89歳　南福寺

91歳　南福寺

●おくやみ（10月受付分・敬称略）

●うぶごえ（10月受付分）

岡
おかもと

本　穂
ほ の か

乃香

小
おがわ

川　鉄
てっしょう

生

貝
かいだ

田　悠
ゆ の

乃

新
しんむら

村　楓
かれん

怜

瀬
せ の く ち

ノ口　朔
さ く

駈

竹
たけした

下　朋
ほのか

花

田
たなか

中　彩
あやな

那

萩
はぎみね

嶺　塁
るい

原
はら だ

田　澪
みお

丸
まる た

田　葵
あおと

斗

溝
みぞぐち

口　優
ゆう

黒
くろ き

木　太
たいせい

惺

白浜町

幸町

白浜町

袋

築地

月浦

築地

陣内

江添

陣内

八ノ窪町

白浜町

くん

くん

ちゃん

ちゃん

くん

ちゃん

くん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

【
有
料
広
告
】

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！「
最
低
賃
金
」

使
用
者
も
、
労
働
者
も

高
齢
者
の
た
め
の
無
料
職
業
紹
介

梶
かじはら

原　壽
す み え

美枝

川
かわの

野　ヒデ子
こ

窪
くぼた

田　忠
ただかず

一

黒
くろ き

木　スズ子
こ

坂
さかもと

本　フジエ

坂
さかもと

本　ミサヲ

笹
ささはら

原　寛
ひろし

新
しんかい

開　ナヲ子
こ

田
たなか

中　セツコ

84歳　幸町

85歳　初野

74歳　葛渡

92歳　牧ノ内

94歳　袋

90歳　八ノ窪町

85歳　平町

73歳　浦上町

90歳　袋

中
なかむら

村　サチ子
こ

中
なかむら

村　チカ

中
なかむら

村　千
ち よ

代

中
なかむら

村　廣
ひろいち

一

浮
ふ け

池　ヤエ

渕
ふちがみ

上　輝
てるお

男

前
まえだ

田　義
よしお

夫

丸
まるた

田　ハルエ

山
やました

下　實
みのる

湯
ゆかわ

川　秀
ひでお

雄

91歳　わらび野

94歳　丸島町

96歳　幸町

87歳　丸島町

94歳　南福寺

86歳　市渡瀬

90歳　市渡瀬

98歳　石坂川

89歳　薄原

89歳　初野

ちゃん

くん

年末ジャンボ
１等・前後賞合わせて

11月 日㈬20
２種類同時発売 ！

発売期間 11月20日㈬〜12月21日㈯ 
各１枚３００円

抽選日 12月31日㈫ 

10億円
年末ジャンボミニ
１等・前後賞合わせて 5000万円

宝くじの購入は地元で。問県総務部財政課☎096-333-2082

宝くじがネットで買える♪
詳しくは公式サイトへ

宝くじ公式サイト 検索
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く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー

○当番医・当番薬局は変更になる
　ことがあります。受診前に、電
　話で確認してください。
○イベントなどの日時や場所は変
　更になることがあります。

○
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
と
、月
〜
金
曜
日
の
17
時
15
分
以
降
の
市
役
所
へ
の
連
絡
・
通

　
報
は
、☎
61
・
１
６
４
６
／
☎
63
・
１
１
１
１
ま
で

○
困
り
ご
と
・
お
悩
み
は
、市
民
相
談
室
へ 

☎
61
・
１
６
４
３
（
原
則
、
火
・
木
・
金

　
曜
日
の
９
時
〜
15
時
）

日 当番薬局

１ あかね薬局 ☎ 68-2356

８ 日本調剤水俣薬局
☎ 68-2198

15

平和薬局センター店
☎ 62-0230
平和薬局古賀町店
☎ 62-2272

22 おれんじ薬局 ☎63-9388
谷川薬局 ☎ 63-7535

29
あかね薬局 ☎ 68-2356
南福寺調剤薬局
☎ 68-9788

30
日本調剤水俣薬局
☎ 68-2198
ポピー薬局 ☎ 62-6771

31
平和薬局センター店
☎ 62-0230
谷川薬局 ☎ 63-7535

当番医
日 当番医

１ 白梅病院 ☎ 63-7575

８ 尾田胃腸科・内科
☎ 63-3438

15 緒方眼科医院
☎ 63-3881

22 谷山医院 ☎ 63-2557

29 市川内科クリニック
☎ 62-0707

30 てらさきクリニック
☎ 63-1200

31 本田レディースクリニック
☎ 63-2019

当番薬局

水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

54 6

1211 13

1918 20

2625 27

●１歳６カ月児健診
　【平成30年 5 月生】

（12:45〜 保健センター）

●６カ月児健診
　【令和元年 5 月生】

（12:45〜 保健センター）

●３歳６カ月児健診
　【平成28年５月生】

（12:45〜 保健センター）

■八代年金事務所出張相談
（9:30〜15:30 もやい館）
※要予約☎0965-35-6123

■八代年金事務所出張相談
（9:30〜15:30 もやい館）
※要予約☎0965-35-6123

●こころの健康相談
（14:00〜 水俣保健所）
※要予約☎63-4104

●こころの健康相談
（14:00〜 水俣保健所）
※要予約☎63-4104

●やさしい糖尿病教室①
（13:30〜 医療センター）

【②13 日、③20 日】

日 Sun 月 Mon 火 Tue

2 3

8

9 10

15
16

17

23

24

29 30 31

1

●母子手帳交付・育児相談
（8:30〜13:00

市保健センター）

●母子手帳交付・育児相談
（8:30〜13:00

市保健センター）

●母子手帳交付・育児相談
（8:30〜13:00

市保健センター）

●４カ月児健診
　【令和元年８月生】

（12:45〜 保健センター）

■市議会 12 月定例会一般質問
                 【〜12日㈭】

（９:30〜 もやい館）

22 28

21

◆広報みなまた12月号
　発行日

■法律相談
（10:00〜16:00

市民相談室）■将棋道場
（13:30〜 市ふれあいセンター）

7

14

■水俣の歴史講座
（13:30〜 
　 水俣環境アカデミア）

■地域食堂・こども食堂
（11:00〜14:00

 市ふれあいセンター）

大晦日

■行政相談
（９:00〜12:00

市民相談室）

■税務相談
（13:00〜16:00

市民相談室）

■行政相談
（９:00〜12:00

市民相談室）

■小島慶子さん講演会
（13:30〜 市公民館）

■ニュースポーツ交流大会
（９:00〜市立総合体育館）

■おれんじ館囲碁・将棋大会
（10:00 〜 おれんじ館）

■ 24 区ふるさと文化祭
（９:00〜
 有木田頭集落センター）

■石坂川ふるさと祭り
（９:30〜
 　　石坂川集会場周辺）

■水俣西南戦争史研究会講演会
（14:00〜 16:00
 　　　　　　市公民館）

■しごとおこしカレッジ①
「創業ガイダンスと創業への準備」
（13:30 〜 水俣商工会議所）

■しごとおこしカレッジ②
「マーケティング戦略を実践する」
（13:30 〜 水俣商工会議所）

■市民公開講座
「香港への熊本県産物の
輸出から見えること」

（16:00〜 
　 水俣環境アカデミア）

■ミニ門松を作ろう！
（10:00 〜 水俣エコハウス）

■キャンドルナイト
（18:00 〜 水俣エコハウス）

■クリスマスリース作り体験
（9:30 〜 エコパーク水俣）

■ミニ門松作り体験
（9:30 〜 エコパーク水俣）

■袋 de ちょじょーマーケット
（10:00 〜 おれんじ館）

■紐トレワーク
（13:30〜

 市ふれあいセンター）

■クノンボール健康教室
（13:30〜

 市ふれあいセンター）
■がんサロン（未来へ）

（14:00〜 医療センター）

■地区対抗ラージボール卓球大会
（９:00 〜 
　  サンビレッジみなまた）

■特設合同相談
（10:00〜15:00

市役所２階第２会議室）

■丸福ボンバーズ水俣公演
（13:00〜 市文化会館）

■水中運動教室「ミット・アクア」
（13:00〜市立総合体育館）

■水俣漁師市
（９:00〜 丸島新港）

■みなまた新鮮市
（９:00〜 まつぼっくり周辺）

師走

1212月月
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11
月
２
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
エ
コ

パ
ー
ク
水
俣
バ
ラ
園
で
、「
水
俣
ロ
ー
ズ

フ
ェ
ス
タ
秋
・
２
０
１
９
」
が
開
か
れ
、

美
し
い
バ
ラ
を
見
よ
う
と
期
間
中
、市
内

外
か
ら
約
１
万
８
千
人
が
バ
ラ
園
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
バ
ラ
園
開
園
10
周
年
を
記
念

し
て
開
か
れ
た
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
に
は
、

地
元
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ
や

水
俣
高
校
吹
奏
楽
部
と
書
道
部
に
よ
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
の
ほ
か
、し
お
り
作
り
な
ど
、
期

間
中
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
。

11
月
９
日
に
は
、ど
ち
ら
も
水
俣
出
身
で

小
学
校
時
代
の
同
級
生
で
も
あ
る
江
口

寿
史
さ
ん（
漫
画
家
、イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
）と
森
枝
卓
士
さ
ん（
写
真
家
、ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
）の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
開
か

れ
、抽
選
で
選
ば
れ
た
観
覧
者
が
２
人
の

ト
ー
ク
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
小
学
生
の
頃
は
、お
互
い
知
ら
ず
、
東

京
に
出
て
き
て
か
ら
知
り
合
っ
た
と
い

う
２
人
。
昔
の
写
真
な
ど
を
持
ち
寄
り
、

当
時
の
思
い
出
話
や
今
後
の
こ
と
に
つ

い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、10
日
に
は
、事
前
募
集
で
選
ば

れ
た
モ
デ
ル
20
人
を
江
口
さ
ん
が
そ
の

場
で
描
く「
ラ
イ
ブ
ス
ケ
ッ
チ
」を
開
催
。

モ
デ
ル
を
観
察
し
な
が
ら
素
早
く
描
き

上
げ
る
江
口
さ
ん
に
会
場
を
訪
れ
た
人

は
、
食
い
入
る
よ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。

写真家、ジャーナリスト。
１９５５年、水俣市生まれ。水
俣病の取材に訪れたユージン・
スミスに出会い、写真家を志す。
東南アジアを中心に取材し、食
にまつわる著作を多数出版。
おもな著書に『食べもの記』、
『カレーライスと日本人』など
がある。

森枝 卓士

漫画家、イラストレーター。
１９５６年、水俣市生まれ。週
刊少年ジャンプの『恐るべき子
供たち』で漫画家デビュー。代
表作に『すすめ！！パイレー
ツ』、『ストップ！！ひばりく
ん！』などがある。現在は、雑誌、
広告、CDジャケット、などの
イラストを手がけている。

江口 寿史

1_ 江口さんと森枝さんによるトークショー　2_ ライブ
スケッチ　3_ 江口さんのサイン会　4_ ポプリ作り体験
　5_CMなどの楽曲を製作している際田まみさんによる
ライブ。バラ園のために製作した楽曲も披露　6_バラが
浮かぶ池　7_ エコバラちゃんと「ハイ、チーズ♪」　8_
しおり作り体験　9_水俣高校吹奏楽部と書道部によるパ
フォーマンス　10_ 園内をまわる来場者

水俣ローズフェスタ
バラ園開園10周年記念 秋

２０１９

1

23

45

78

910

6
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1・2・3・4_ 紅茶の飲み比べを楽しむ来場
者　５_水俣芦北地域のお茶生産者のブース
6_ 限定スイーツの販売　7_ 芦北高校生考案
のほうじ茶を使ったシフォンケーキの販売
　8_ 紅茶以外のお茶も飲み比べ　9_ エコバ
ラちゃんと子どもたちによるエコバラちゃ
んダンス　10_ 紅茶総選挙に投票する来場
者　11_ 茶さじ作り体験　12・13_ この日
から水俣ローズフェスタも開催

　
11
月
２
日
に
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
バ
ラ

園
で
、紅
茶
の
飲
み
比
べ
な
ど
が
楽
し

め
る「
九
州
和
紅
茶
サ
ミ
ッ
トin

み

な
ま
た
」
が
開
か
れ
、市
内
外
か
ら
約

２
５
０
０
人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
水
俣
・
芦
北
地
域
の
お
茶
生
産
者
や

市
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
構
成
さ
れ
る

実
行
委
員
会
が
開
い
て
お
り
、今
年
で

２
回
目
で
す
。
バ
ラ
園
に
は
、九
州
内

か
ら
17
の
お
茶
生
産
者
な
ど
が
出
店
。

会
場
を
訪
れ
た
人
た
ち
は
、専
用
の
テ

ィ
ー
カ
ッ
プ
片
手
に
、
生
産
者
か
ら
お

茶
の
解
説
を
受
け
る
な
ど
し
て
ブ
ー
ス

を
ま
わ
り
、
紅
茶
の
飲
み
比
べ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
飲
み
比
べ
の
他
に
も
、エ
コ
バ
ラ
ち

ゃ
ん
と
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
エ
コ

バ
ラ
ち
ゃ
ん
ダ
ン
ス
」の
披
露
や
茶
さ

じ
作
り
体
験
、ス
イ
ー
ツ
の
実
演
販
売
、

地
元
高
校
生
考
案
の
ス
イ
ー
ツ
の
販
売

な
ど
多
く
の
催
し
が
開
か
れ
、
訪
れ
た

人
は
思
い
思
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
年
初
め
て
紅
茶
の
総
選
挙

が
行
わ
れ
、来
場
者
に
よ
る
投
票
の
結

果
、天
の
製
茶
園
（
水
俣
市
）
が
１
位

に
輝
き
ま
し
た
。

　

バ
ラ
園
で
は
こ
の
日
か
ら
、「
水
俣

ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
秋
・
２
０
１
９
」も

開
催
さ
れ
、会
場
は
咲
き
誇
る
バ
ラ
と

紅
茶
の
香
り
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

第２回 

九州和紅茶サミット
　　　　　　in みなまた

　11月３日にみなまた和紅茶実行委員会が
福田農場で、イギリスのUKティーアカデミ
ーで講師をしているスチュワード麻子さんに
よる紅茶講演会を開き、市内外から約 20人
が参加しました。
　講演会では、イギリスのお茶の歴史や文化、
現在のお茶のトレンドを紹介。講演会後参加
者は、スチュワード麻子さんがブレンドした
紅茶を味わい、楽しいひと時を過ごしました。

紅茶の歴史を学び、味わい、楽しむ
スチュワード麻子さんによる紅茶講演会

1

234

57

8

9

1011

12

13

6
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市
文
化
協
会
と
市
教
育
委
員
会

は
11
月
８
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
、

市
文
化
会
館
な
ど
で
、市
民
文
化
祭

を
開
き
ま
し
た
。

　
も
や
い
館
で
は
総
合
展
示
が
行
わ

れ
、
19
団
体
が
写
真
や
盆
栽
、
短
歌

な
ど
の
作
品
を
展
示
。
訪
れ
た
市
民

ら
は
、出
品
者
の
説
明
な
ど
を
聞
く

な
ど
し
て
展
示
を
巡
り
ま
し
た
。

　
９
日
に
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
た

水
俣
市
民
合
唱
祭
で
は
、19
団
体
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
の
歌
を
披
露
し
、会
場
に
訪

れ
た
人
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

10
日
に
は
、市
文
化
会
館
で
芸
能

の
つ
ど
い
が
開
催
。
出
演
者
は
太
鼓

や
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
、ダ
ン
ス
な
ど

練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

見て、参加して芸術の秋を満喫
令和元年度水俣市民文化祭

_FJT8535rt

　
市
や
市
民
体
育
祭
実
行
委
員
会

は
市
立
総
合
体
育
館
で
、「
第
40

回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
り
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
市
民
同

士
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
て
お
り
、市
制
施
行
70

周
年
記
念
大
会
と
し
て
開
い
た
今

年
は
、自
治
会
や
地
域
か
ら
17
チ

ー
ム
が
参
加
。
ム
カ
デ
競
走
や
玉

入
れ
、綱
引
き
な
ど
を
楽
し
み
な

が
ら
競
技
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

◆
結
果
（
３
位
ま
で
） 　

優
勝
８
区
、
準
優
勝
21
区
、
３
位

久
木
野
／
躍
進
賞
・
３
区

地域の仲間と団結し、競い合う
第 40 回市民スポーツ祭り
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11
月
３
日
の
早
朝
、水
俣
市
消
防

団
が
越
小
場
公
民
館
周
辺
で
、火
災

防
御
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。同
訓

練
は
、火
災
現
場
で
の
消
防
団
員
間

の
連
携
の
確
認
、中
継
送
水
の
技
能

確
認
な
ど
を
目
的
に
実
施
。
消
防
団

員
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、強
風
時
に
越
小
場
公
民

館
周
辺
で
火
災
が
発
生
し
、延
焼
の

恐
れ
が
生
じ
た
と
の
想
定
で
実
施
。

消
防
本
部
の
指
導
の
も
と
、消
防
団

員
は
緊
密
に
連
携
を
取
り
な
が
ら

ホ
ー
ス
を
中
継
し
、火
点
ま
で
送
水
。

緊
急
時
の
指
示
伝
達
や
消
火
技
術
を

確
認
し
ま
し
た
。

6

_FJT8535rt

1_ 工場内を見学する来場者　2_
水高音楽部と新体操部によるス
テージイベント　3_ 出店も多数
出店　4_ 自転車発電機を体験す
る参加者　5_ 水高工作部のミニ
新幹線運行　6_ お楽しみ抽選会

　

11
月
９
日
に
水
俣
産
業
団
地
で
、

み
な
ま
た
産
業
団
地
ま
つ
り
が
開
か

れ
、家
族
連
れ
な
ど
多
く
の
市
民
ら

が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

同
実
行
委
員
会
が
、産
業
団
地
内
を

中
心
に
立
地
し
て
い
る
企
業
な
ど
を

市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
開
い
て
い
る
も
の
で
、今
年
で
11

回
目
で
す
。

　
訪
れ
た
１
１
０
０
人
の
市
民
ら
は
、

日
頃
入
れ
な
い
工
場
や
施
設
内
を

見
学
し
な
が
ら
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

で
め
ぐ
り
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

水
俣
高
校
音
楽
部
の
合
唱
と
新
体
操

ダ
ン
ス
部
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、

お
楽
し
み
抽
選
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
つなげよう！ エコの輪 地域の輪
第11回みなまた産業団地まつり

1_ アジャタ（玉入れ）競技　
2_ 綱引き競技　3_ ボールを
ラケットの上に乗せて競うス
プーンリレー　4_ 優勝した８
区へ優勝旗の贈呈

もしもに備え、連携を確認
令和元年度火災防御訓練

1_ 自然水利から水をく
む　2_ 防火水槽から水
くむ団員　3・4_ ホー
スを素早く連結する団
員　5_ 各 団 連 結した
ホースを伝い、火点ま
で 水を 送る　6_ 火 点
をめがけて放水

1_ 緑東中学校の合
唱　2_ 恋 龍 太 鼓
保存会による太鼓
の 演 奏　3・4_ 展
示を見る来場者
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広報みなまた 2019年12 月号 44

新栄合板工業 株式会社

所在地　　水俣市袋赤岸海 50 番地
設　立　　昭和 50 年８月
従業員数　185 人
事業内容　合板の製造・販売

　

当
事
業
所
は
、合
板
の
製
造
か
ら

販
売
ま
で
を一手
に
担
っ
て
い
る
九
州

唯一の
合
板
メ
ー
カ
ー
で
す
。
水
俣
工

場
の
他
、顧
客
の
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
30
年
に
は
大
分
県
に
新
工

場
の
建
設
を
始
め
、
今
年
５
月
か
ら

稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

主
原
料
で
あ
る
原
木
は
、熊
本
県
、

宮
崎
県
、鹿
児
島
県
産
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
を
使
用
。
製
造
し
て
い
る
合
板
の

品
種
は
50
種
類
以
上
あ
り
、迅
速
に

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
製
造
し
た
合
板
は
九

州
内
で
販
売
し
て
お
り
、九
州
地
域
で

の
大
き
な
地
産
地
消
を
実
現
し
て
い

ま
す
。

　

山
林
を
放
置
す
れ
ば
、
枯
れ
て
倒

木
に
な
り
、二
酸
化
炭
素
を
排
出
す

る
だ
け
で
す
が
、伐
採
し
た
木
を
合
板

加
工
し
、
住
宅
な
ど
に
使
え
ば
数
十

年
間
は
木
材
と
し
て
二
酸
化
炭
素
を

貯
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
合

板
は
、持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
も

一役
買
って
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
平
成
28
年
に
発
生
し
た
熊
本
地
震

の
際
に
は
、県
へ
の
義
援
金
の
他
、被

災
地
域
に
合
板
５
千
枚
を
提
供
し
ま

し
た
。
熊
本
地
震
以
降
は
住
宅
の
建

て
方
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、耐
震
対
策
に
有
効
で
、住
宅
の
屋

根
や
壁
、
床
に
使
わ
れ
る
「
構
造
用

合
板
」と
呼
ば
れ
る
合
板
の
需
要
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
良
い
製
品
の
製
造
に
は
、働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
す
。
当
事

業
所
で
は
、社
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
設
備

の
操
作
な
ど
に
対
応
で
き
る
よ
う
、業

務
で
必
要
な
資
格
の
取
得
を
バッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
い
ま
す
。「
地
域
密
着
型
の

企
業
を
目
指
す
」と
い
う
理
念
の
も

と
、
社
員
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整

え
、よ
り
良
い
製
品
を
提
供
し
て
い
き

ま
す
。

な
みなまた

事業所ファイル事業所ファイル
元元

第17巻

藤

▼
先
日
、傘
を
失
く
し
ま
し
た
。

気
づ
い
て
立
ち
回
り
先
を
探
し

て
み
て
も
見
当
た
ら
な
い
。
高

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

お
気
に
入
り
だ
っ
た
だ
け
に
、

ち
ょ
こ
っ
と
ヘ
コ
み
ま
し
た
。
▼

実
は
こ
の
傘
、
昨
年
の
12
月
号

の
編
集
後
記
で「
買
い
ま
し
た
」

と
話
題
に
し
た
も
の
。
置
き
忘

れ
の
多
い
自
分
へ
の
戒
め
も
込

め
た
は
ず
だ
っ
た
の
に
、
こ
の

体
た
ら
く
で
す
。
▼
今
年
も
あ

と
１
カ
月
。
傘
が
な
く
て
も
い

い
よ
う
な
、
晴
れ
晴
れ
と
し
た

新
年
が
来
ま
す
よ
う
に
…
。
福

編 

集 

後 

記

広
報

み
な

ま
た

2019 N
o.1412

12
◆

編
集

・
発

行
／

市
長

公
室

広
報

公
聴

係
　

〒
867-8555　

熊
本

県
水

俣
市

陣
内

１
-１

-53
◆

連
絡

先
☎

0966-61-1655
◆

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

／
https://w

w
w

.city.m
inam

ata.lg.jp
◆

発
行

日
／

令
和

元
年

11
月

29
日

◆
印

刷
／

旭
印

刷
株

式
会

社
見

や
す

く
読

み
ま

ち
が

え
に

く
い

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

フ
ォ

ン
ト

を
採

用
し

て
い

ま
す

。

代表取締役
古澤 憲司 さん

藤

▼
先
日
、
小
学
生
へ
市
の
広
報

の
仕
事
に
つ
い
て
話
す
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
仕
事
を

し
て
い
る
人
の
話
を
聞
き
、
自

分
た
ち
の
将
来
の
参
考
す
る
と

い
う
授
業
の
一
環
で
開
か
れ
た

も
の
で
す
。
分
か
り
や
す
く
伝

わ
っ
た
の
か
、不
安
は
あ
り
ま
す

が
、
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
市
報

を
読
ん
で
い
る
と
知
り
、
少
し

び
っ
く
り
。　

に
と
っ
て
広
報

の
大
切
さ
を
再
確
認
す
る
良
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
し
、
少
し

で
も
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
参

考
に
な
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

回転させながら原木
をむき、薄い単板に加
工します。単板を何
枚も重ね合わせたも
のが合板です。

生産量は、12 ミリの
厚さの合板に換算す
る と 月 に 約 80 万 枚。
商品の在庫も約１カ
月分確保しています。
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